
資料２

　　　令和７年１１月２８日（金）～令和８年１月１２日（月）【40日間】※12月29日～1月3日を除く

　　（単位：件）

　　　　　　項　目

Ａ
意見の趣旨等を反映し、
計画案に盛り込むもの

3 0 0 4 5 1 13

Ｂ
意見の趣旨等は、計画
素案に盛り込み済みのも
の

22 32 23 37 17 16 147

Ｃ
計画案には盛り込まない
もの

0 0 0 0 0 0 0

Ｄ
具体的な事業等の実施
にあたり参考とするもの

5 15 12 17 5 23 77

Ｅ その他要望・意見等 17 14 14 18 14 21 98

47 61 49 76 41 61 335計

１．第１章
「第五次推進計
画策定にあたっ
て」について

計

第五次鹿児島市子ども読書活動推進計画素案に係るパブリックコメント手続の実施結果について

１.　意見の募集期間　　　　　　　　

２.　意見の提出者数（件数）　　　　

３.　意見の対応状況

　　　６１人（３３５件）

　　対応区分

２．第２章
「第四次推進計
画期間における
主な取組の成果
と課題」について

３．第３章
「基本的な考え
方」について

４．第４章
「子どもの読書活
動推進のための
方策」について

５．第５章
「推進体制」につ
いて

６．第６章
その他

Administrator
長方形



項目番号 項目 市民からの意見等の概要 対応状況 対応区分

1 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

第1章のところへ鹿児島市が取り入れているSDGｓの表示をしたほうが理解でき
ると思う。

ご意見の趣旨を踏まえ、「第1章Ⅱ 計画の位置付け」に、目指すＳＤＧ
ｓのゴールについて記載します。

A

2 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

SDGsと関連があるのであれば位置付けをしてはどうでしょうか？
ご意見の趣旨を踏まえ、「第1章Ⅱ 計画の位置付け」に、目指すＳＤＧ
ｓのゴールについて記載します。

A

3 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

学校での朝読書が減っているようです。全体でなくても機会の確保が読書離れ
の歯どめになるのではないでしょうか。

Ｐ２６に「全校一斉の読書の取組が難しい場合は各学校の実態に合わ
せて、学年単位・学級単位で柔軟に一斉読書の機会を設けます。」を
追加します。

A

4 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

「読む」だけでなく、「書く」活動を取り入れたらどうでしょう。1ページ分だけ、自
分で物語を考えて書く活動を取り入れたら、想像力も広がると思います。

ご意見を踏まえ、「第４章Ⅰ 発達段階に応じた取組」における取組例
に、「物語や小説の作品、読書新聞やＰＯＰ作り等の書く活動」を追加
します。

A

5 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P14乳幼児の取組例については、保護者に「絵本の読み聞かせの重要性」を理
解してもらうことが重要であると思う。すでに記載されている取組例をより有効
にするために、どのような保護者支援を行うのか観点を盛り込むと効果的だと
思う。その記載があることで、保育園、幼稚園、学校の教師は行動や働きかけ
が行いやすくなると思う。

ご意見を踏まえ、「第４章Ⅲ-1 家庭における取組」に乳幼児期の読み
聞かせに関する文を追加します。ただし、具体的な支援方法等の細部
については本計画に記載できないため、学校等には研修の機会をと
らえ周知を行います。

A

6 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

Ｐ14「乳幼児期」→読み聞かせをする「もっとも重要な時期」という言葉があって
はどうか。取組例として「家庭における読書コーナーの設置」（ミニ図書館）を加
えてはどうか。

ご意見を踏まえＰ14乳幼児期の取組例に、「家庭における読書環境の
整備（絵本等の設置など）」を追加します。

A

7 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P14 子どもの読書活動推進のための方策については、すばらしい対応が記載
されていますが、子どもからの相談など受け入れる場がないので、追加で記載
したほうがよいと思う。

子どもからの相談については、「第４章Ⅳ-１-(３)ウ 図書館の取組」と
して「子どもの読書に関する相談」について記載しております。地域公
民館図書室や学校図書館でも同様に子どもの読書に関する相談を受
け付けており、こちらについては追記します。

A

8 5 第５章　「推進体制」について
P28　第5章　推進体制
第五次鹿児島市子ども読書活動推進計画を充実するため、P.D.C.Aサイクル図
を作成し、今後５年間の目標達成へ見直しを図っていくことも大事と思う。

「第５章 推進体制」において、関係課が推進状況を共有、検討する
「子ども読書活動推進委員会」や、学識経験者や家庭教育関係者など
の市民代表が推進状況の点検評価を行う「子ども読書推進会議」を設
け、よりよい推進体制について協議を行っており、これを踏まえた
PDCAサイクル図を追加します。

A

61人

意見を受けた人数

対応区分 件数
A.　意見の趣旨等を反映し、計画（案）に盛り込むもの 13
B.　意見の趣旨等は、計画（素案）に盛り込み済みのもの 147
C.　計画（案）には盛り込まないもの 0
D.　具体的な事業の実施にあたり参考とするもの 77
E.　その他要望・意見等 98

計 335
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項目番号 項目 市民からの意見等の概要 対応状況 対応区分

9 5 第５章　「推進体制」について

「推進体制」については、子どもたち自身が読書について考える場も設けたらよ
いと思った。学校の図書委員会などで子どもたちが主体となってやってみたい
読書活動を考えたり、どうやったら本を読んでもらえるか考えたりすることも大
切だと思う。大人が読書活動について考えるのもよいが、子どもたちが考える
場も設けてみてもよいと思った。

「第３章Ⅱ-４ 子どもの視点に立った読書活動の推進」にあるように、
子どもの考えや意見を取り入れた読書活動を推進することとしており
ます。しかし、第５章の推進体制の図においては「子ども」の姿が明確
ではないことから、図を変更します。

A

10 5 第５章　「推進体制」について

〈広報・啓発〉において、SNSなどを通じた広報活動があれば加えたほうがより
よい。また、地域・家庭・学校等と連携機関が視覚化され、分かりやすい図に
なっているので、その上で「子ども」について明記されるとより良いのではないか
と思う。特別な配慮を必要とする子どもに対しての支援についてもこの体制図
で分かるとよりよい。

広報については、各施設がホームページやSNSを活用しており、「各
施設のホームページやＳＮＳ」を「第５章 推進体制」の図に追加しま
す。P28図についても「子ども」を取り入れた図に修正します。

A

11 5 第５章　「推進体制」について

成果の見える化が必要だと感じた。読書量が増えたかだけでなく、「読書が好き
になった人の割合」など分かりやすい成果を示すと計画の意味が伝わりやすい
と考えた。また、家庭との連携をもっと具体的にするべきだと感じた。保護者向
けの簡単なガイドや、家庭でできる読書支援例を示すことで、家庭の協力が得
やすくなると考えた。

Ｐ10に全国学力・学習状況調査の質問項目「読書は好きか」の結果を
追加します。
また、「第４章Ⅲ 家庭における子どもの読書活動」に家庭における取
組や支援を掲載していますので参考にしていただき、引き続き家庭と
連携した読書活動の推進に努めてまいります。

A

12 5 第５章　「推進体制」について
Ｐ28の図に「家庭」”読み聞かせ”、”家庭における読書環境の充実”を加えては
どうか。

Ｐ28の図につきましては、様々なご意見を踏まえ、Ｐ29の体系図と統
合します。その際「家庭」のエリアに「読書環境の充実」を追加します。

A

13 6 その他
家庭における取組の重要性をさらに伝わるように、乳幼児期の読書の価値を加
え、「読書がたのしい」と思える子を就学前に育てることが、読書を人生の財産
にできる子に育つのではないかと考える。

乳幼児期からの読書習慣のために、「第４章Ⅲ－１ 家庭における取
組」の中に、「特に、乳幼児期の子どもには保護者が読み聞かせをす
る。子どもが興味をもつテーマの絵本（食べ物や動物など）、または、
子どもが選んだ本が好ましい。」を追加します。更に、こうした取組の
意義を広く伝えるため、保護者向けに読書の効果や楽しさについての
啓発に努めてまいります。

A

14 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

椋鳩十氏が提唱した「母と子の20分間読書運動」に端を発し、『親子20分間読
書運動』として県下に広がった。」～と明確な記述したほうがよいです。

ご意見の内容については、「はじめに」の部分に記載しております。 B

15 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

子どものうちから本に親しむことは、たいへん重要なことだと思うので、第五次
を策定したことは大変良いことで、大いに期待します。

賛同のご意見として承ります。 B

16 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

子どものために大切な計画だと思います。しっかり進めていってほしいと思いま
す。読書活動の重要性も訴えていくことが重要だと思います。

賛同のご意見として承ります。ご意見を踏まえ、啓発、広報に努めてま
いります。

B

17 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

子どもたちが健やかに成長していくためにも読書は重要な役割をはたしている
と思います。今後も推進していかれることを期待しています。

賛同のご意見として承ります。 B

18 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

国や県の施策を受けながらも鹿児島市独自の課題を受けて計画を立てており
素晴らしいと思います。

賛同のご意見として承ります。 B

19 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

生活環境の変化や読書の実態に合わせ、見直しの計画が立てられており良
い。

賛同のご意見として承ります。 B
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項目番号 項目 市民からの意見等の概要 対応状況 対応区分

20 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

綿密に策定されており、よろしいと思いますが、保護者世代の読書離れが、乳
幼児期から小学校低学年までの子どもの読書離れの一つの要因であることも
ふまえ、子どもの読書への入り口時期の強化が必要ではないでしょうか？

「第３章Ⅱ 基本方針」にあるように発達段階に応じた自主的な活動を
推進することとしており、具体的には「第４章Ⅲ-２ 家庭への支援」とし
て、乳幼児期の保護者のための学習機会の拡充や絵本選定の支援、
読書に親しむ場や機会の提供をしております。引き続き、親子で本に
親しむ機会の充実を図るとともに、保護者への広報・啓発に努めてま
いります。

B

21 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

Ⅰ策定の趣旨についての内容で「近年は、生活環境の変化等により、『子ども
の読書離れ』が指摘されており…」とあります。この部分について、子どもの「読
書離れ」に関する策（活動計画）を中心に具体的な内容を立てていただきたい
です。また、乳幼児期から継続的に読書活動ができるように、乳児期・小学校・
中学校・高校などのつながりでできる計画も必要だと考えます。

「子どもの読書離れ」への対応としては、「第３章Ⅱ-１ 読書に親しむ
機会の充実」において取り組むこととしております。具体的には第４章
に主な取組を記載しております。同じく第４章の中で発達段階ごとの特
徴や取組例について記載しており、乳幼児期から高校生まで、発達段
階に応じた自主的な読書活動を継続的を支援してまいります。

B

22 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

「第五次推進計画作成にあたって」については、図書館の環境設定も考慮した
ほうがよいと考える。Ⅰの策定の趣旨にもあるように、近年は子どもの読書離
れが指摘されていると思う。しかし、実習先の小学校では子どもたちが進んで”
読書”をしている姿を見た。小学校の図書館では、装飾等がすごく、子どもたち
が嬉しそうに案内をしてくれた。このことから、子どもたちが行きたくなるような図
書館の環境設定等にも考慮したほうがよいと考える。

読書環境の整備については子どもの読書への意欲を高めるため、第
４章にあるように図書館や地域施設、学校図書館等で季節や行事な
どの時節やテーマに合わせ、展示や配架を工夫するなど読書環境の
充実に努めているところです。引き続き、児童生徒が主体的に本に親
しめる環境づくりを推進してまいります。

B

23 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

Ⅰ策定の趣旨において、子どもの読書離れについては、情報化が進む現代に
おいて、タブレットなどで気軽に楽しいコンテンツ（YouTubeやNetFlixなどの動画
を含む）を見ることができるようになったため生じた変化も触れたほうが良い。ま
た、共働き世帯が増加したことによる子育ての変化で、親と子の読書より電子
機器に頼られることが増加した。手易く楽しめるコンテンツではなく、読書・読み
聞かせの重要性の観点を盛り込んだほうがよりよくなるのではないか。

動画やＳＮＳなど短時間で気軽に楽しめる娯楽が増えたことからの懸
念点については、「第２章Ⅱ 第四次推進計画期間における成果と課
題」の中でふれているところです。また、読書や読み聞かせの重要性
については、計画内にも各所記載しております。

B

24 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

今はタブレットを一人一台持っているので、GIGAスクール構想やICT活用のより
良い進展も含めて、紙の本とデジタル読書の併用を考えてみるのも「読書離
れ」に直結する取組だと思った。

賛同のご意見として承ります。 B

25 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

子ども達が読書に親しむ環境づくりについては、学校や図書館といった公的な
場だけではなく、家庭での読書環境や保護者の関りも合わせて考慮したほうが
よいと考える。生活リズムや保護者の読書経験には差があるので、家庭の状
況に応じた支援や情報提供が重要だと思う。

「第４章Ⅲ　家庭における子どもの読書活動」において、家庭での取り
組み事例を紹介しております。また、図書館や公民館等の施設では講
座やイベントを実施し、保護者が読書の重要性を学ぶ機会について支
援や情報提供をしているところです。今後も、様々な家庭の状況に応
じた支援を検討し、取組の充実に努めてまいります。

B

26 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

読書に苦手意識をもつ子どもや活字を読むことが難しい子どもへの配慮も考慮
したほうがよいと思う。音声読書や電子書籍など多様な読書形態を取り入れる
ことで読書を楽しめる環境づくりにつながると思う。

「第３章Ⅱ－１ 読書に親しむ機会の充実」にあるように、読書に興味
のない子どもも親しみやすい講座やイベントの実施、子どもや保護者
が集まる場を活用した読み聞かせや書籍の紹介、体験活動等と連動
した取組等の充実に努めてまいります。

B

27 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

第五次推進計画策定にあたっては、近年の子どもを取り巻く読書環境の変化だ
けでなく、家庭環境や保護者の生活状況の多様化についても十分に考慮する
必要があると考える。共働き家庭やひとり親家庭の増加により、保護者が子ど
もとゆっくり読書に向き合う時間を確保することが難しい場合も少なくない。その
ため、読書活動を家庭の努力だけにゆだねるのではなく、短時間でも実践しや
すい取組や家庭ごとの状況に応じた関わり方を想定した計画であることが重要
だと感じた。

第３章にあるように「いつでも どこでも 本の世界へ！ 20分読書運動」
を推進することとしており、隙間の時間を工夫して読書活動を積み重
ねることを想定しています。こうした時間の積み重ねを通して、読書を
生活の一部として定着させ、子どもたちが主体的に本に親しむ習慣を
育むことを目標としております。

B
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項目番号 項目 市民からの意見等の概要 対応状況 対応区分

28 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

読書が生活の中に位置付けられることは、人生を豊かに過ごすためにも素晴ら
しいことだと思います。ぜひ、家庭での読書活動を推進していただきたい。

賛同のご意見として承ります。 B

29 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

小さい子どもがスマホを見ている姿を見ると、もっと絵本を見たりしてほしいと思
うし、親世代もスマホに依存しているのを見ると、読書する習慣がなくなってきた
ことがさびしく思います。子ども達がもっと読書好きになるように、とてもいい計
画だと思います。

賛同のご意見として承ります。 B

30 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

素案の通りでよいと思います。 賛同のご意見として承ります。 B

31 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

読書の効果については、「豊かな言葉」の宝庫であり、ことばに触れることで豊
かな感性を得られること、「心を育む力」があることもふれたほうがよいのではな
いかと思いました。

「はじめに」の部分で読書の効果についてふれており、「子どもたちが
言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、
人生をよりよく生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもので
す。」と記載しております。

B

32 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

子どもの読書離れは、課題であり幼少期からの読み聞かせ等が重要だと感じ
ています。

賛同のご意見として承ります。 B

33 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

ぜひ､発達段階に応じた『さつまっ子20分間読書』運動も推進していってくださ
い。

賛同のご意見として承ります。なお、本計画では、「さつまっ子20分読
書」運動を継承しつつ、新たに電子図書も活用した「いつでも どこでも
本の世界へ！ 20分読書」を推進してまいります。

B

34 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

子どもの読書活動が、子どもの人格形成や生きる力の育成において欠くことの
できないものであるという基本的認識に立ち、これまで本市が積み重ねてきた
取組の成果と課題を丁寧に整理した上で、さらなる施策の推進を目指している
ので意義深いものだと思います。

賛同のご意見として承ります。 B

35 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

子どもの読書活動を長期にわたり市で推進する取り組みは素晴らしいと思いま
す。

賛同のご意見として承ります。 B

36 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

天文館の図書館は、場所、活用とてもいいと思う。 賛同のご意見として承ります。 B

37 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

様々な面から様々な機関が努力されていたことが分かります。 賛同のご意見として承ります。 B

38 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

中学生の読書離れが顕著であり、学校生活に読書に親しむ時間の確保が必要
と感じた。

ご指摘のとおり、中学生の時期は学業や部活動等により生活が多忙
となり、読書時間の確保が難しくなる傾向があることから、読書離れが
課題の一つであると認識しております。
本計画では学校における読書機会の確保を重要な視点として位置付
けており、全校一斉読書（朝読書等）や学校図書館の活用など、学校
生活の中で読書に親しむ時間を確保する取組を推進してまいります。

B
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39 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

具体的な取組が例示されていて、第五次推進への取組に大いに参考になると
思いました。

賛同のご意見として承ります。 B

40 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

第五次計画においても、連携できるところと力を合わせて推進してください。 賛同のご意見として承ります。 B

41 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

発達段階に応じた取組の表は分かりやすくてよい。 賛同のご意見として承ります。 B

42 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

椋鳩十を意識した取組は今後も続けてほしいです。 賛同のご意見として承ります。 B

43 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

電子図書館のシステムは子どもたちがいつでもどこでも読書をする機会に繋が
ると思います。調べ学習にも活用できるよう書籍が増えていくことを期待してい
ます。

賛同のご意見として承ります。 B

44 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

地域公民館の図書室を子どもたちが利用しやすくしていくためにも、Wi-Fiの設
置をご検討ください。

P23（エ）に記載のとおり、地域公民館の図書室Wi-Fi環境の整備に努
めることとしております。

B

45 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

学校や市内各施設において子供が興味を持ち読書を習慣づける取り組みがな
されており良い。

賛同のご意見として承ります。 B

46 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

発達段階に応じた取り組みの中で高校生に対する取り組みが少ないように感じ
る。成人年齢も変わり、大人に近い年代であるため、成人向けの取り組みに一
緒に参加できるのではないかと思うがそれらも位置付け、高校生の参加を促し
ても良いのではないか。

高校生は、社会参加への意識や役割がより高まる年代と考えられま
す。「第３章Ⅱ　基本方針」にあるように、発達段階に応じた取組を基
本としつつ、高校生については大人に近い立場として、内容に応じて
成人向けの取組への参加や交流が可能となるよう位置付けることも
重要と認識しております。今後は、高校生の主体的な参加を促す視点
も踏まえ、取組の在り方を検討してまいります。

B

47 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

発達段階に応じた施策が、地域や施設に応じて、うまく配慮されていると思う。 賛同のご意見として承ります。 B

48 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

P９～11の成果において、「教職員や学校司書」の方々の読書推進運動の活動
についての実施されたことのみ述べられている。児童・生徒が各学校で主体的
に行った活動等においても付随して記載があるといいなと思う。

「第２章Ⅰ-３ 学校等における主な取組」にあるように、司書教諭・読
書指導担当者の研修会や学校図書館司書の研修会を通じて、児童・
生徒による読書活動推進の情報共有を図ります。

B

49 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

Ⅱ第四次推進計画にある、「乳幼児から読書習慣を形成するために」とある
が、具体的にどのような状態を目指しているのか記載がある方が分かりやす
い。

乳幼児期の読書につきましては、「第３章Ⅱ 基本方針」の中で発達段
階に応じた読書活動について記載しております。

B

50 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

様々な取組や多様な児童に対応した図書館資源の充実化をとても感じられた。
私は、この多様な取組を行ったことに対する子どもの読書に対する関心や変化
を知りたいと思った。そこで、子どもにアンケートをとり、このイベントの参加率や
意識変化がより視覚的にわかる表、グラフ、チャートの観点を加えたほうがよい
と思った。評価して新たな課題を見つけることが大事だと考える。

「第３章Ⅱ-４ 子どもの視点を取り入れた読書活動」にあるように、子
どもの意見を重視して取組を進めてまいります。ご提案のあったアン
ケート等による意識変化や参加状況を可視化する評価方法について
も、計画推進の中で検討してまいります。

B
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51 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

朝読書はとてもいい取組であり、一日の良いスタートをきれる活動だと考える。
そのため、10分でもいいから週に２・３回取組むことがよいと思う。また、授業の
中で、朝読む本を探しに行く時間をつくることを加えてもよいと思う。

賛同のご意見として承ります。学校における読み聞かせや一斉読書
（朝読書を含む）の時間は、子どもが本に親しむ大切な機会であると
認識しております。

B

52 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

乳幼児期から読書習慣を形成するために、保護者の学習する機会を増やすこ
とはとても大切なことであり、学校や公民館等の施設でも積極的に場の提供を
していただきたい。

「第２章Ⅰ-２ 地域における主な取組」にあるように、これまでも図書館
や公民館等の各施設において、保護者向け講座や親子で楽しめる読
み聞かせイベント等を実施しております。今後も、こうした学習や交流
の機会がより充実するよう努めてまいります。

B

53 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

これからはICTと読書活動を繋げていくことが大事である。

「第３章Ⅱ-２ デジタルを活用した読書機会の提供および読書
環境の整備」にあるようにＩＣＴ活用にも重点を置いており、
ＩＣＴ機器を活用した読書活動についても推進してまいりま
す。

B

54 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

よいと思います。家庭、地域、学校等において、様々な読書活動に関する取組
が推進されていることを初めて知りました。
小中学生の読書量が全国平均を上回っていることは、良い結果だと思います。

賛同のご意見として承ります。 B

55 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

第四次推進期間に各機関が様々な取組をされていたことが表からよくわかりま
した。

賛同のご意見として承ります。 B

56 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

インターネットから検索や予約ができるようになってとても便利になりました。 賛同のご意見として承ります。 B

57 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

電子図書館の蔵書がどんどん増えていくことを期待しています。 賛同のご意見として承ります。 B

58 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

地域公民館の図書室では､読み聞かせ会やイベントを定期的に開催してくれる
のでありがたいです。

賛同のご意見として承ります。 B

59 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

乳幼児期からの読み聞かせの必要性を啓発していくことは本当に重要だと思
います。

賛同のご意見として承ります。 B

60 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

職場体験や見学等は今後も積極的に取り入れていただきたいと思います。 賛同のご意見として承ります。 B

61 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

学校支援ボランティアによる読み聞かせを今後も多くの学校で導入してほしい
です。

賛同のご意見として承ります。 B

62 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

様々な場所で素晴らしい企画があるようです。ぜひ広報をがんばってください。 賛同のご意見として承ります。 B

6 / 35 



項目番号 項目 市民からの意見等の概要 対応状況 対応区分

63 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

色々な取り組みがされていていい環境が整っていると思います。 賛同のご意見として承ります。 B

64 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

学校での一斉読書は効果があると思う。 賛同の意見として承ります。 B

65 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

読書環境の整備や学校における実践により、子どもの読書習慣が高い水準で
維持されていることを踏まえた成果と課題の整理は適切であり、第五次推進計
画のさらなる充実に期待します。

賛同のご意見として承ります。 B

66 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

自分が子育てしていた時代よりも子どもたちをとりまく読書環境が整っていて羨
ましいです。

賛同のご意見として承ります。 B

67 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

本市は全国と比べて読書習慣が身についているのは素晴らしいと思います。挙
げられている課題に取り組んで、さらに読書環境が整備されるといいと思いま
す。

賛同のご意見として承ります。 B

68 3 第３章　「基本的な考え方」について
20分読書運動は、椋先生以来続いてほしい大切な時間と感じたが、子どもを取
り巻く大人たち、社会の認識や意識を見直し取り組む必要性を形骸化しないた
めにも強く感じた。

賛同のご意見として承ります。 B

69 3 第３章　「基本的な考え方」について
どのような環境にある子どもたちにとっても読書が大切であることを念頭に進め
てほしいと思います。

賛同のご意見として承ります。 B

70 3 第３章　「基本的な考え方」について 子育て支援をもうすこし、配慮してほしい。

「子育て支援」については、「第４章Ⅲ-２ 家庭への支援」として、乳幼
児期の保護者のための学習機会の拡充や絵本選定の支援、読書に
親しむ場や機会の提供をしております。また、保護者向けの情報提供
や各施設、学校等における読書環境の整備と充実、地域における読
み聞かせ会や保護者同士の情報交換の場の設定なども行っておりま
す。引き続き、保護者のニーズを捉えながら、支援の充実に努めてま
いります。

B

71 3 第３章　「基本的な考え方」について
保護者世代がスマホに頼ることが多くなった時代だからこそ、乳幼児期の子ど
もたちが絵本に親しむ機会を積極的につくっていく必要があると思います。

乳幼児期に絵本に親しむことは、子どもたちの想像力や感性、表現力
などを育む上で大切であると考えております。「第４章Ⅲ-２ 家庭への
支援」として、乳幼児期の保護者のための学習機会の拡充や絵本選
定の支援、読書に親しむ場や機会の提供をしております。引き続き、
親子で本に親しむ機会の充実を図るとともに、保護者への広報・啓発
に努めてまいります。

B

72 3 第３章　「基本的な考え方」について
デジタルも有効だと思いますが、ぜひ本を手に取って読む楽しさも感じてもらえ
たらと思います。

デジタルの有効活用はもちろんですが、紙媒体の書籍を手に
取って読むことの楽しさや良さを感じられる機会の提供も重要
であると認識しております。「第３章Ⅱ 基本方針」にあるよう
に紙媒体の書籍や電子図書を活用し「いつでも どこでも 本の
世界へ！ 20分読書」運動を推進し、それぞれの特性を生かしな
がらその充実に努めてまいります。

B
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73 3 第３章　「基本的な考え方」について 子供たちの読書活動が保障されることが示されていて良い。 賛同のご意見として承ります。 B

74 3 第３章　「基本的な考え方」について
いろいろと考えてくださり細かなところまで検討され、素晴らしいと感じておりま
す。

賛同のご意見として承ります。 B

75 3 第３章　「基本的な考え方」について
読書に興味がない子どもは、そもそも図書館や読書のイベントに参加すること
はないと思うので、そのような子どもたちが本を読んでみたい、本で何か調べて
みたいと感じられる仕掛けや取り組みを考えてほしい。

「第３章Ⅱ－１ 読書に親しむ機会の充実」にあるように、読書に興味
のない子どもも親しみやすい講座やイベントの実施、子どもや保護者
が集まる場を活用した読み聞かせや書籍の紹介、体験活動等と連動
した取組等の充実に努めてまいります。

B

76 3 第３章　「基本的な考え方」について

読書の関心を高める取り組みの方法が書かれているところが参考になると思っ
た。話題の本は映画やドラマ化されることも多いが、内容が省略されていたり、
ストーリーが変わっていることも多い。その違いを楽しめるような活動やイベント
があると、映画は見たが本は読んだことがないという人も「読んでみようかな」と
いう気持ちが芽生えるのではないかと思う。そんな取り組みはどうだろうか。

賛同のご意見として承ります。また提案いただいた内容につきまして
は、今後の取組の参考とさせていただきます。

B

77 3 第３章　「基本的な考え方」について
紙媒体での読書とデジタル媒体での読書についての配慮事項も記載して欲し
い。

「第３章Ⅱ 基本方針」にあるように、ページをめくる手触りを味わいな
がらじっくりと読書を楽しめるのが紙媒体書籍の良さであり、電子端末
を活用することでいつでもどこでも気軽に読書に親しむことができるの
が電子図書の良さであると考えており、この両方を、子どもたちがバラ
ンスよく利用し、様々な場面で読書機会を得られるよう本計画を推進
してまいります。

B

78 3 第３章　「基本的な考え方」について

基本方針の「いつでも どこでも 本の世界へ！ 20分読書」運動の推進にあたっ
ては、椋鳩十さんの考えである、母と子の20分間読書運動の内容にも配慮して
ほしいと考えた。鹿児島で読書活動に幅広く貢献し、推進してきた椋鳩十さんの
読書に関する考えや生き方を基本方針にもう少し反映してもよいのかなと考え
た。より鹿児島独自の読書活動の取組ができると思う。

「はじめに」において、鹿児島の風土や先人の取組を踏まえ、こうした
読書運動の歩みを意識した記載をしております。一方、計画について
はは、乳幼児から高校生まで多様な主体が読書に親しめる取組を幅
広く示すことを重視しており、今後、「いつでも どこでも 本の世界へ！
20分読書」運動の推進において、読書の大切さと共に、本市の読書文
化の継承にも努めてまいります。

B

79 3 第３章　「基本的な考え方」について

電子書籍・オーディオブック・マンガ・ライトノベルなども読書として認めること
で、読書へのハードルが下がるため、「読書＝紙の本」という考えにこだわりす
ぎないほうがよいと考える。また、読書を「やらされるもの」ではなく、「楽しい選
択肢の１つ」として伝える工夫が必要だと感じ、義務感ではなく楽しさを重要視
するべきだと考えた。

「第３章Ⅱ　基本方針」にあるように、電子図書を活用した読書活動も
推進してまいります。

B

80 3 第３章　「基本的な考え方」について
子どもの視点に立った読書活動の推進には、魅力あるイベント等を企画立案し
て取り組んでほしい。読書好きな子どもを増やすためにも。

「第３章Ⅱ 基本方針」にあるように、子どもの視点に立った読書活動
の推進について取り組み、魅力あるイベントの充実に努めてまいりま
す。

B

81 3 第３章　「基本的な考え方」について

⑴読書に親しむ機会の充実について
読書に興味のない子どもにも親しみやすいイベントがビブリオバトルに偏ってい
るように思われる。幼児期は絵本などの読み聞かせが有効であろうかと思われ
るが小学校低学年以上になると一段と違った工夫が必要だと感じる。

第４章Ⅱに、子どもの読書への関心を高める具体的な取組について、
具体例を記載しております。今後も、読書に親しむ機会の充実につい
て検討し、取組を進めてまいります。

B

82 3 第３章　「基本的な考え方」について
「いつでもどこでも本の世界へ！20分読書運動」～子どものころから習慣づける
と、大人になっても続けられそうなので良いと思います。

賛同のご意見として承ります。 B
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83 3 第３章　「基本的な考え方」について
Ｐ12Ⅱ基本方針「子どもの発達段階に応じた自主的な活動」の他に、①家庭教
育、②学校教育、③社会教育それぞれにおける「読書活動」の役割を明確にし
たものを加えてはどうか。

第４章において、家庭や地域、学校における具体的な取組を記載して
おります。

B

84 3 第３章　「基本的な考え方」について
デジタル化が進んできていますが、読書の基礎は読み聞かせだと思います。ま
ずは､乳幼児期に紙媒体の絵本等に親しむ、または絵本等に触れる機会を多く
つくっていくことが大切だと思います。

「第４章Ⅲ-２ 家庭への支援」として、乳幼児期の保護者のための学
習機会の拡充や絵本選定の支援、読書に親しむ場や機会の提供をし
ております。引き続き、親子で本に親しむ機会の充実を図るとともに、
家庭や関係機関と連携しながら、乳幼児期から読書に親しむ機会の
充実に努めてまいります。

B

85 3 第３章　「基本的な考え方」について 地域と家庭と学校と連携をして読書環境が整っていると感じました。 賛同のご意見として承ります。 B

86 3 第３章　「基本的な考え方」について 紙とデジタルの両方で進めていく必要がある。
「第３章Ⅱ 基本方針」にあるように、紙媒体の本だけでなく、電子図書
などのデジタルも活用した計画を進めてまいります。

B

87 3 第３章　「基本的な考え方」について

児童生徒への電子図書館ＩＤ配布や電子図書館サービスの利用促進など、デ
ジタルを活用した読書機会の提供を進めてほしい。紙媒体の本のよさもある
が、子どもにとって数冊の本を持ち歩いて読書することは大変である。「いつで
もどこでも本の世界」にふれるためにもタブレットの活用は有効である。ちょっと
した隙間時間を読書に充ててほしい。

「第３章Ⅱ-２　デジタルを活用した読書機会の提供および読書環境の
整備」にあるように、電子図書館サービスの活用も含めた「いつでも
どこでも 本の世界へ！ 20分読書」運動を推進してまいります。

B

88 3 第３章　「基本的な考え方」について

家庭・学校・地域が連携し、子どもが主体的に読書に親しむ環境づくりを進める
という本計画の基本的な考え方に賛同します。乳幼児期からの読み聞かせの
充実や、デジタルを活用した読書機会の提供、多様な子どもたちへの配慮、さ
らに子どもの視点を施策に生かす姿勢など、本計画に示された基本方針は、す
べての子どもが読書の恩恵を受けられるよう配慮された内容となっており、今
後の取組のさらなる充実が期待できます。

賛同のご意見として承ります。 B

89 3 第３章　「基本的な考え方」について
大人が与えるだけでなく、子ども側からの思いを取り入れることも重要だと思い
ます。

「第３章Ⅱ-４ 子どもの視点に立った読書活動の推進」にあるように、
子どもの考えや意見を取り入れた読書活動を推進してまいります。

B

90 3 第３章　「基本的な考え方」について

いつでもどこでも本の世界へ　というフレーズは耳に残るので、学校や図書館な
どいろんなところで掲示されるといいと思います。同時に本の世界がもたらす
様々な栄養が子どもたちの心に自然に染み込んでいくように、取り組んでいけ
るといいと思いました。

賛同のご意見として承ります。 B

91 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

子どもたちが主体的に読書活動へ取り組むためには、やはり家庭での環境が
一番大切だと思います。そのためにも、親子で読書を楽しむ時間を作り、親も一
緒になり読書を楽しむことが一番の近道だと考えます。
乳幼児の頃から、積極的に読書への関心を持ち、読書会への参加や本と触れ
合う機会をたくさん作っていく事が、将来読書好きな子どもたちを育む一番の手
立てになるのではと思います。

賛同のご意見として承ります。家庭への支援充実を目指し、今後も取
組を推進してまいります。

B

92 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

乳幼児期の家庭、幼稚園、保育所、社会教育施設や福祉サービス等で読み聞
かせを行っていることに安堵する。
これから多様な子どもたちが参加できる工夫を進めてほしい。

賛同のご意見として承ります。 B
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93 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

最後まで読まないといけないという考えをやめる。「とりあえず〇ページまで」お
もしろかったら読み進める。つまらなかったらやめる。
どんなジャンルが自分に合うか分かる。

「第４章Ⅰ 発達段階に応じた取組」では、発達段階ごとに読書への関
わり方に違いが生じることを示しています。これを踏まえ、本計画で
は、子ども一人ひとりの発達や興味・関心に応じた読書体験を重ねる
ことを重視しております。読み切ることだけを目的とせず本に親しみ、
自分に合った読書の楽しみ方を見付けられるよう取組を進めてまいり
ます。

B

94 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

全ての項目において、取組が具体的に示されており良いと思います。P18 ２ ⑶
については，ほとんどの中高生がスマートフォンを所持している状況で，主体的
に読書をする環境を整えることは，家庭の協力なしでは大変難しいと思います。
読書に関する研修会等に参加する保護者は，毎回特定の方が多いように思わ
れます。「 いつでも どこ でも本の世界へ！２ ０ 分読書運動」の旗を振り，取組
状況をとりまとめるだけでなく，読書の大切さを，すべての家庭（保護者）にどの
ように浸透させていくかが重要だと思います。

賛同のご意見として承ります。
ご意見の内容も踏まえながら、啓発、広報を充実させてまいります。

B

95 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

何より乳幼児期の取組が重要だと思いますので、充実させていってほしいと思
います。

「第３章Ⅱ　基本方針」にあるように発達段階に応じた自主的な活動を
推進することとしており、具体的には「第４章Ⅲ-２ 家庭への支援」とし
て、乳幼児期の保護者のための学習機会の拡充や絵本選定の支援、
読書に親しむ場や機会の提供をしております。引き続き、親子で本に
親しむ機会の充実を図るとともに、保護者への広報・啓発に努めてま
いります。

B

96 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

多くの本に触れてもらえるよう、読み聞かせ等、行う機会を増やしてほしい。

第４章ⅣやⅤの取組にあるように、図書館をはじめとした様々な施設
や学校等において、読み聞かせや本に親しむための取組を実施する
こととしております。引き続き、関係課や施設と連携しながら、より多く
の子どもたちに読書の機会が届くよう、事業の充実に努めてまいりま
す。

B

97 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

多様な子どもたちという言葉がよく聞かれるようになりました。個別対応は、本
当に大変かと思いますが、できるところからサポートしていただきたいと思いま
す。

賛同のご意見として承ります。
関係機関と連携しながら、すべての子どもたちが読書に親しむための
支援の充実に努めてまいります。

B

98 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

家庭の形もさまざまです。読書どころではないという家庭もあると思います。各
機関が連携して読書で一息つけるような機会をつくっていただきたいです。

「第４章Ⅲ-２　家庭への支援」として、乳幼児期の保護者のための学
習機会の拡充や絵本選定の支援、読書に親しむ場や機会の提供をし
ております。引き続き、各関係機関が連携しながら、子どもたちや保護
者が読書を通して心安らぐ時間をもてる機会を提供してまいります。

B

99 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

様々な場所で読み聞かせボランティアの方々がお話会をしていただき大変あり
がたいです。ぜひ今後もご活躍を期待しております。

賛同のご意見として承ります。 B

100 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

一日司書体験は子どもたちにとって、貴重な体験だと思います。ぜひ今後も多く
の子どもたちに体験の機会をつくってあげてください。

賛同のご意見として承ります。
図書館では、「自由研究『図書館を調べよう！』」や「職場体験学習」等
で図書館業務の体験をしていただいています。今後も広報及び内容
の充実に努めてまいります。

B

101 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

ブックスタートはとても良いと思った。図書館での幼児親子向けの人数を限定し
ない定期的な小さなイベントがあると良いようだ。

賛同のご意見として承ります。
図書館では、定期的に「あかちゃん幼児のためのおはなし会」等を開
催しております。

B

10 / 35 



項目番号 項目 市民からの意見等の概要 対応状況 対応区分

102 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

子どもの発達に応じた取組が示されていて良い。 賛同のご意見として承ります。 B

103 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

実に多くの施設で様々な取り組みがされていることが分かったので良かった。 賛同のご意見として承ります。 B

104 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

本を読むのが苦手な子どもも、読んでもらうことは好きであることも多いと思う。
幼少期のうちに、子どもや保護者が集まる場所で、読み聞かせをする機会を作
り、親子で本の楽しさを味わうきっかけづくりを充実させてほしい。

第４章ⅣやⅤの取組にあるように、図書館をはじめとした様々な施設
や学校等において、読み聞かせや本に親しむための取組を実施する
こととしております。今後も、子どもが本に親しむきっかけづくりとして、
親子で読書の楽しさを体験できる機会の充実に努めてまいります。

B

105 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

家庭、地域、学校における読書活動の時間、場所、空間等が配慮されている。 賛同のご意見として承ります。 B

106 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

２学校における取組の「（３）子どもの視点に立った読書活動や啓発活動」につ
いては、同意できる部分が多くありました。特に、児童生徒によるブックトークや
ビブリオバトルの実施などは、読書への関心に加えて、本人の言葉に関する力
も高まると思うので、具体的に進めていただきたいです。

賛同のご意見として承ります。 B

107 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

発達段階ごとの取組や、具体的な活動内容、家庭における読書活動、読書環
境の充実に向けた記述など細かく書かれていて、多様な視点から考えているこ
とがとてもいいなと思った。読書を強制しない仕組みのために、子どもたちに
とって本に出会わせる環境づくりが効果的だと思う。ほんとの偶然の出会いや
短時間でも身近に読書にふれる取組が、読書習慣にも効果的だと考えた。

賛同のご意見として承ります。 B

108 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

具体的な取組を行う際には、子どもが参加しやすい状況を意識して活動を組み
立てることが効果的だと思う。読書に苦手意識がある子でも気軽に関われるよ
うな工夫や普段の生活の中で本に触れるきっかけをつくるような仕掛けがある
と、取組の幅も広がると感じた。活動が単発で終わらず、次の読書につながる
ような流れが生まれるように、継続して関われる仕組みを考えることも重要だと
思った。

「第３章Ⅱ－１ 読書に親しむ機会の充実」にあるように、読書に興味
のない子どもも親しみやすい講座やイベントの実施、子どもや保護者
が集まる場を活用した読み聞かせや書籍の紹介、体験活動等と連動
した取組等の充実に努めてまいります。

B

109 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

さまざまな活動を通して、子どもが本に親しむきっかけを広げている点が効果
的だと思った。中でも、読み聞かせは乳児期の教育・保育と深く関わる活動で
あり、言葉や物語への興味を育て、親に親しむ基礎をつくる重要な取組である
と感じた。また、ビブリオバトルやピッチトーク、帯やポップ作りといった活動は、
読んだ本の魅力を自分の言葉で表現したり、他者と共有したりする機会となり、
主体的に読書と向き合う姿勢を育てる取組として効果的だと感じた。

賛同のご意見として承ります。 B

110 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

子どもの読書活動をさらに推進するためには、家庭での実践につながる具体的
で身近な方策が重要だと考える。例えば、親子で気軽に参加できる読み聞かせ
の機会を増やしたり、忙しい家庭でも取り組みやすい短時間読書の工夫を紹介
したりすることが効果的である。また「どのように読めばよいか分からない」とい
う保護者の不安にこたえる情報発信も必要だと感じる。読書で特別な活動にす
るのではなく、日常生活の中に自然に取り入れられるような支援が求められ
る。

「第４章Ⅱ 子どもの読書への関心を高める取組」に具体的な取組の
例を示しております。また、「第４章Ⅳ 地域における子どもの読書活
動」にあるように、図書館や公民館等の施設で講座やイベントを実施
し、保護者が読書の重要性を学ぶ機会について支援や情報提供をし
ており、引き続き、家庭への支援について検討し、充実に努めてまいり
ます。

B
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111 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

自ら読むということに意義があると思います。思考すること創造性を育むには、
読書は欠かせないものだと思います。

賛同のご意見として承ります。 B

112 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

ボランティアによる読み聞かせは、どんどんして欲しいです。 賛同のご意見として承ります。 B

113 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

LLブック、デイジー図書という言葉を初めて知りました。とてもいいと思います。 賛同のご意見として承ります。 B

114 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

素案のとおり、読書習慣は乳幼児期からの読み聞かせ等が重要だと思うので、
読み聞かせの機会を増やしたらいいと思います。

賛同のご意見として承ります。 B

115 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

子どもたちが主体となる活動など、自主性が育つと思いますのでいいと思いま
す。

賛同のご意見として承ります。 B

116 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

児童生徒も選書に携わることで、新たな喜びにつながると思います。 賛同のご意見として承ります。 B

117 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

読書へいざなうための様々な取組が展開されていることに敬意を表します。 賛同のご意見として承ります。 B

118 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

様々な家庭の形が増えてきているので、今後も様々な支援を引き続きお願いし
ます。

賛同のご意見として承ります。 B

119 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

図書館や公民館図書室でイベントに関連した本を集めて展示してくださってい
るので毎回楽しみにしてます。

賛同のご意見として承ります。 B

120 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

利便性向上のためにも、ぜひ公民館図書室にWi-Fiを設置してください。
P23（エ）に記載のとおり、地域公民館の図書室Wi-Fi環境の整備に努
めることとしております。

B

121 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

家庭、地域、学校でそれぞれで読書活動を進めてほしい。

「第３章Ⅰ 目標」にあるように、家庭、地域、学校等における読書活動
を推進するとともに三者が相互に連携しながら社会全体で読書活動を
充実させ、読書環境を整備していくことに取り組んでおり、今後も推進
してまいります。

B

122 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

発達段階に応じて具体的な取組例が表で示されてあり分かりやすかった。やは
り、子どもが主体的に読書をしようとする態度を育てるには、幼少期の読書習
慣が大切だと考える。親子読書や保護者への講座等、これからも充実した取組
を期待したい。

賛同のご意見として承ります。 B

123 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

地域における子どもの読書活動の新しい取組として「多様な子どもたちのため
の環境整備」が示されていた。支援を要する障害のある子どもだけでなく、外国
にルーツのある子どもや家事・家族の世話等を日常的に行っている子どもな
ど、多様な子どもについても記述があり、是非読書環境整備を進めてほしい。

賛同のご意見として承ります。 B
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124 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

家庭・地域・学校がそれぞれの役割を果たしながら連携し、発達段階や学校種
間の移行期にも配慮した継続的な取組を進めるという考え方は、読書習慣の
定着に有効であり、妥当な方向性であると考えます。また、子どもたちの協働的
な活動に加え、子どもが主体となる取組を重視している点は、読書への関心や
意欲を高める上で大変意義深いものと感じます。

賛同のご意見として承ります。 B

125 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

乳幼児向けの読み聞かせの機会は、かなり確保されてきていると感じる。これ
らの多くは集団での読み聞かせの機会である。これらの取組によって、乳幼児
期の子育て期の保護者と子どもが絵本に触れる機会となるとともに、この時期
の育児不安の解消にも間接的につながることが期待される。
乳幼児期の読み聞かせの体験は、個別的なものであるほど、満足感や幸福感
につながっていくように感じる。これは愛着形成と似た側面があるようにも思う。
子どもが読みたい本をその場で選び、満足する機会を提供される事が、その後
の読書活動に結びついていく可能性は、地域文庫の活動や東京子ども図書館
の活動を見ても明らかである。以上から、個別的な読み聞かせ機会の確保にも
力を入れていただきたい。

賛同のご意見として承ります。個別の読み聞かせの重要性について
は、これまでも乳幼児期の保護者向け講座等を通じて学びの場を提
供し、啓発してきました。今後も、広報啓発、並びに学習機会の充実に
努めてまいります。

B

126 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

読書に関して学校種間で連携するのは難しいかもしれませんが大切なことだと
思います。

賛同のご意見として承ります。 B

127 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

家庭においては、まずは親などの大人が、本の世界の味わいを子どもたちに伝
えられると効果的だと思います。
図書館や公民館などでは、子どもの視点に立った本の紹介などにさらに力を入
れて、本を読むことが楽しみになるように取り組むことが効果的だと思います。

賛同のご意見として承ります。 B

128 5 第５章　「推進体制」について
様々な取組をされているので、より多くの方に情報が届くよう広報に工夫される
ようお願いします。

賛同のご意見として承ります。引き続き、啓発、広報を充実させてまい
ります。

B

129 5 第５章　「推進体制」について 今後も様々な機関が連携して推進していかれますよう期待しております。 賛同のご意見として承ります。 B

130 5 第５章　「推進体制」について

専門家の観点を加えたほうが良いかと思います。
挙げられている「関係機関、関係団体」だけでは、小さい範囲それぞれの部分
での意見の吸い上げにしかならないかと、
大学教授や絵本作家などの専門家が入ることで、点と点を線でつなぎ、子ども
にとって効果的な読書活動への取り組みにつながるのではないでしょうか？

「第５章 推進体制」にあるように、「子ども読書活動推進会議」を設置
し、図書館・学校等の関係機関に加えて、大学関係者をはじめとする
学識経験者や地域で実際に読書活動を推進している方からご意見を
いただき、施策の検討・推進を行っております。引き続き、専門的知見
を活かしつつ、子どもにとってより効果的な読書活動の取組につなが
るよう努めてまいります。

B

131 5 第５章　「推進体制」について
推進体制として、地域と学校等と家庭が相互に連携・協力できるように整備され
ていることは、今後の読書活動を進めていくにあたり、重要であると思います。

賛同のご意見として承ります。 B

132 5 第５章　「推進体制」について

啓発・広報については、子ども読書活動推進ホームページをはじめとする５つ
が、どの年代（年齢）に読まれやすいか、多くの市民が手にすることができるか
などを踏まえて、他の啓発・広報できる場を増やすことも、状況に合わせて必要
だと考えます。

啓発・広報については、第５章の図にあるように様々な媒体を活用し
て進めてまいります。その際、媒体の特性や想定する利用者層を踏ま
えデジタルや紙媒体の利点を生かしつつ、関係機関とも連携しなが
ら、より多くの市民に情報が届く効果的な啓発・広報に努めてまいりま
す。

B
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133 5 第５章　「推進体制」について

地域、家庭、学校をつなぐ、協力することを主に書かれているが、施設やセン
ター、ホームページ以外にも学校司書、司書教諭、読書活動推進担当職員など
が情報集約・調整を行うことがよいと思い、この観点を加えたほうがより「つな
ぐ」担当が明確化されると考えた。そして質の良い学校司書や大人の方の読書
活動を促すために、専門性の向上の観点も加えていいと思った。

第５章の図にある「学校」のなかに、学校司書や司書教諭、読書活動
推進担当職員等も含めた想定をしております。学校司書等の専門性
の向上は、質の高い読書活動の推進に不可欠であり、引き続き、研修
等を通じた資質向上についても取り組んでまいります。

B

134 5 第５章　「推進体制」について

家庭・学校・地域それぞれの役割が理解しやすく、協力しやすい形に整えていく
視点が必要だと思った。読書に関わる活動は多様で、それぞれの立場によって
できることも異なるため、その違いを生かしながら連携できる仕組みがあると効
果的だと感じた。また、活動を共有したり、情報を伝え合える場が整っているこ
とで、体制としてのまとまりが生まれ、子どもの読書を長く支えていける体制に
つながると思う。

「第５章 推進体制」にあるように、関係課が推進状況を共有、検討す
る「鹿児島市子ども読書活動推進委員会」や、市民代表が推進状況
の点検評価を行う「鹿児島市子ども読書推進会議」を設け、よりよい推
進体制について協議を行っております。今後も、子どもの読書活動を
継続的に支える環境づくりを進めてまいります。

B

135 5 第５章　「推進体制」について

関係機関が連携して子どもの読書活動を支えていく体制が整理されている点
が大切だと感じた上で、現場同士の情報共有や役割のつながりの観点を加え
ると更に良いのではないかと思う。各々で取組を行っていても、活動内容や工
夫が十分に共有されていなければ、取組が点で終わってしまう可能性もあると
思う。活動事例などを共有できる仕組みを整えることで、互いの取組を生かし合
いながら、より効果的に読書活動や推進をすることができるのではないかと思
う。

関係機関の連携については、「第５章 推進体制」にあるように「鹿児
島市子ども読書活動推進委員会」において、関係課が集まり、それぞ
れの活動状況の確認や連携体制の見直しを行っております。

B

136 5 第５章　「推進体制」について
広報・啓発も大切であるが、地域、学校、関係機関との連携・協力が必要なの
で、体制をどのように構築し、推進していくかが重要であるので、この推進体制
に賛同である。

賛同のご意見として承ります。 B

137 5 第５章　「推進体制」について
子どもが読書好きになるには、親も読書好きにならないと難しい気がします。親
子で読書を楽しむ習慣が作っていけるといいと思います。

「第４章Ⅲ-２ 家庭への支援」として、乳幼児期の保護者のための学
習機会の拡充や絵本選定の支援、読書に親しむ場や機会の提供をし
ております。引き続き、親子で本に親しむ機会の充実を図るとともに、
保護者への広報・啓発に努めてまいります。

B

138 5 第５章　「推進体制」について

Ｐ29の「１家庭の取組」に次のことを加えてはどうか。
・図書室、図書館に親子で通う。
・本の紹介（親子で）
・家庭読書ノートの作成
・本コーナーをつくる　　など

Ｐ29の体系図につきましては、様々なご意見を踏まえ、Ｐ28の図と統
合しました。ご意見の内容については、　「第４章Ⅲ-1　家庭における
取組」の中で、「家庭でできるおすすめの取組」として紹介しておりま
す。

B

139 5 第５章　「推進体制」について

読書活動に関係する多くの施設が推進のための取組を実施している。近くにそ
ういう施設があればよいが、親が連れて行かなければならない場所に住んでい
て、家庭の状況によりそれが無理な場合は、住んでいる地域での読書活動推
進が大切になってくる。地域コミュニティ協議会への子ども読書の大切さのアプ
ローチは必要なのではないか。

第４章Ⅳ-５にあるように、関係機関及び関係団体等と連携しながら取
組を進めてまいります。これまでも、あいご会コーディネーター研修会
等を通じて啓発を行ってきたところですが、引き続き、地域の方々に対
して多角的な広報・啓発に努めてまいります。

B

140 5 第５章　「推進体制」について 今後も関係機関・関係団体等と連携・協力しながら環境づくりを進めてください。 賛同のご意見として承ります。 B

141 5 第５章　「推進体制」について
読書に関わっている団体が沢山あることを知りました。この輪が広がっていけ
ば子供たちが読書に親しむ機会が一段と多くなっていくことと思います。今後
も、さまざまな団体と繋がり図書活動を充実させていって欲しいです。

賛同のご意見として承ります。 B
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142 5 第５章　「推進体制」について 関係機関で連携して進めてほしい。
第４章Ⅳ-５にあるように、関係機関及び関係団体等と連携しながら取
組を進めてまいります。

B

143 5 第５章　「推進体制」について
推進会議及び推進委員会を中心に、関係機関や団体が連携・協力して計画を
推進していく体制は、実効性が高く、本計画の着実な実施につながるものと思
います。

賛同のご意見として承ります。 B

144 5 第５章　「推進体制」について 各課で連携して進めていってほしいです。

「第５章推進体制」にあるように「鹿児島市子ども読書活動推進委員
会」において、関係課が集まりそれぞれの活動状況の確認や連携体
制の見直しを行っており、引き続き連携しながら取組を進めてまいりま
す。

B

145 6 その他
子どもにとって読書は大切だと思う為、推進していくことは良いことだと感じま
す。

賛同のご意見として承ります。 B

146 6 その他
素晴らしい計画だと思います。計画が鹿児島市民一人一人に行き届くよう広報
してほしいとおもいます。

賛同のご意見として承ります。 B

147 6 その他
多様な子どもたちへの対応は大変だと思いますが、ICTの効果的な活用で推進
が図られることを期待します。

賛同のご意見として承ります。 B

148 6 その他
天文館図書館では小さい子どもがゆったりじっくり本に親しんでいる姿が見られ
ていいなと思いました。

賛同のご意見として承ります。 B

149 6 その他
科学館の取組と市立図書館の取組につながりのある展示があるといいなと思
います。（市立図書館へいざなうような本の紹介を科学館に展示とか）

第４章Ⅳ－１にあるように、科学館のイベントの関連図書を図書館に
展示、科学館のイベントに参加協力等、連携を図っているところです
が、今後もご意見を参考にしながら、連携に努めてまいります。

B

150 6 その他
どんな子どもたちにも平等に、本と親しむ機会が与えられることを願っておりま
す。よろしくお願いいたします。

第３章２-１にあるように、すべての子どもたちが本に接することができ
るよう読書に親しむ機会を充実させてまいります。

B

151 6 その他

本の虫が子供を2人育ててみて、読む子はほっといても読むし読まない子は漫
画すら読まないということが分かりました。
読まない子は図書館はおろか、本屋にも近づきません。本とは無縁そうなイベ
ントや施設でも読書活動をしていただきたいです。
とりあえずゲームの攻略本や好きなアーティストの写真集、著作物からじわじわ
とこちらの世界に引き摺り込んでやろうと目論んでいます。

「第３章２－１ 読書に親しむ機会の充実」にあるように、読書に興味の
ない子どもも親しみやすい講座やイベントの実施、子どもや保護者が
集まる場を活用した読み聞かせや書籍の紹介、体験活動等と連動し
た取組等の充実に努めてまいります。

B

152 6 その他

身近なところにあった書店がどんどんなくなっており、本を選んで買うことが少な
くなった。本自体に触れる機会が本当に少なくなっており、中心街や大型ショッ
ピングモールまでわざわざ行かないと本を買うことができなくなってきた。そんな
中、図書館の本が身近な場所で借りることができることがありがたいので、今後
も充実させていただき、より多くの人に読書の楽しさを実感させてほしい。

賛同のご意見として承ります。 B
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153 6 その他

生涯における読書の土台となる乳幼児期における「絵本の読み聞かせ」の観点
についてもう少し具体的に支援策など記載したほうが効果的だと思う。親も子
供も、共に読書を楽しむためにどうするかについてどのように支援があるか記
載してほしい。また、子育て世代に読書してもらうために図書館へ来てもらうた
めの工夫や価値付けについての観点があると、市民にもより分かりやすい。

「第４章Ⅲ-２ 家庭への支援」にある「絵本ガイド」を図書館で作成して
おりますが、その中にも「絵本の読み聞かせ」の観点について記載し
ております。引き続き、絵本ガイドを活用した広報・講座の充実、親子
の居場所づくりや来館促進に取り組みます。

B

154 6 その他
鹿児島県においての読書推進活動の第一人者である椋鳩十についてももう少
し記載があるとうれしい。

「はじめに」において、鹿児島の風土や先人の取組を踏まえ、こうした
読書運動の歩みを意識した記載をしております。一方、計画について
はは、乳幼児から高校生まで多様な主体が読書に親しめる取組を幅
広く示すことを重視しており、今後、「いつでもどこでも本の世界へ！20
分読書」運動の推進において、読書の大切さと共に、本市の読書文化
の継承にも努めてまいります。

B

155 6 その他

計画全体を通して、読書の機会を提供する取組が多く示されているが、子ども
自身が本を選ぶ楽しさや主体性を育てる観点も意識するとよいと思う。大人が
勧める本だけではなく、子どもが自分の興味や気持ちに応じて本を手に取れる
環境づくりが、読書への意欲につながるのではないかと思う。また、読書量や活
動の成果を把握することは大切だが、読書を数字や達成目標だけで評価しす
ぎないことへの配慮も必要になってくると思う。子どもにとって読書が負担や義
務にならないよう、一人ひとりのペースや楽しみ方を尊重する姿勢も計画の中
で重要になってくると思う。子どもの読書活動を支える上で、大人が”読ませる
存在”ではなく、”一緒に楽しむ存在”として関わる視点も大切だと感じた。保護
者や地域の大人が本を楽しむ姿を見せることが、子どもの読書への関心を高
めるきっかけになると思う。

読書冊数や読書量は、現状把握のための目安のひとつとして記載し
ているものです。ご意見のように、子ども自身が本を選ぶ楽しさや主
体性を育てる観点の意識は重要であるととらえております。本計画で
は、「第３章Ⅱ-４ 子どもの視点に立った読書活動の推進」にあるよう
に、子どもの考えや意見を取り入れた読書活動についても推進してま
いります。

B

156 6 その他

素案を見て、子どもの読書活動について、様々な取組がなされていることを改
めて感じました。自分自身読書習慣はないのですが、乳幼児期からの読書活
動は大切だと思います。今更ですが、小・中学生の頃からでも読書に親しんで
おけばよかったと思う今日この頃です。

賛同のご意見として承ります。 B

157 6 その他
乳幼児期に母親や父親と関わる関係機関との連携と取組が最も重要だと感じ
る。保護者の読書への意識啓発につながる取組や活動に期待します。

賛同のご意見として承り、乳幼児期の保護者へ向けた読書の効果や
楽しさについての啓発に努めてまいります。

B

158 6 その他

第五次鹿児島市子ども読書活動推進計画は、素晴らしいものができそうで楽し
みです。より多くの方にこの計画を知っていただき、実践につながる取組がなさ
れることで、鹿児島市の子どもたちの人生が豊かに伸び伸びと幸福な日々を送
れるようにしていきたいものです。

賛同のご意見として承ります。 B

159 6 その他
子供の頃は友達に紹介された本を読みたくなる事がよくありました。子供同士
が良い本を紹介しあい、読書の輪が広がっていくと良いと思います。そのため
には、さまざまなジャンルの本が読める環境を作ってください。

賛同のご意見として承ります。引き続き、読書環境の充実に努めてま
いります。

B

160 6 その他

公民館図書室においては、Wi‑Fi環境が十分でない施設が見受けられるので、
今後、電子書籍の活用やオンラインでの情報検索を通じた読書活動をさらに推
進していくためにも、公民館図書室におけるWi‑Fi環境の整備を進めていただけ
るとありがたいです。そうすることで、より多くの子どもたちが「いつでもどこで
も」本に親しめる環境づくりにもつながると思います。

P23（エ）に記載のとおり、地域公民館の図書室Wi-Fi環境の整備に努
めることとしております。

B
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項目番号 項目 市民からの意見等の概要 対応状況 対応区分

161 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

電子図書を子どもが利用しているが、種類が少し少ない。と言っていました。と
ても、本が好きな子には、物足りないので種類を検討しても良いと思います。

これまでも計画的に購入しているところですが、引き続き、選書を熟慮
しながら、子どもたちに多くの読書の機会が提供できるよう、事業の充
実に努めてまいります。

D

162 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

社会状況の変化への対応として、子どもの「読書離れ」や生活環境による変化
についての問題に対する記述と、大切にしていきたいことが書かれているが、
他にも家庭環境や生活環境が多様化していて、家庭での読書が難しいとされる
子どもへの支援も考慮したほうがよいと思った。

ご意見については、今後の参考とさせていただきます。家庭環境も多
様化しており、家庭での読書活動には様々な制約がある家庭もあると
考えられるため、保育園、学校等並びに、公共施設（図書館、公民
館、子育て支援施設等）においても親子で読書活動を楽しめる取組を
実施しているところです。また、乳幼児期は、読み聞かせ等により言葉
や絵本に慣れ親しむことが大切な時期であることから、読み聞かせの
重要性について、保護者への広報・啓発を進めてまいります。

D

163 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

計画を進めていくうえで、子どもたちの生活や学習のあり方がこれまでと大きく
変わってきていることを踏まえ、読書に触れやすい状況をどう整えるかを丁寧に
考える必要があると思う。家庭・学校・地域それぞれに求められる役割にも変化
しているため、子どもが自然と本に近づける環境を複数の場でつくっていく視点
が必要だと感じた。また、読書の機会が偏らないように、子どもの生活リズムや
利用しやすい場面などにも目を向けて計画を立てることが大切だと思う。

ご意見については、子どもが主体的に読書活動に取り組む環境づくり
の推進へ向けて、今後の取組の参考とさせていただきます。

D

164 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

道徳教育における「発達段階に応じた『さつまっ子20分読書』運動の推進」につ
いては、各教室に、学年ごとに応じた本を絵本、読み物、図鑑等様々なジャン
ルのものを設定するとよいと思います。読み物に対して苦手意識がある子ども
でも図鑑など興味を持ち、そこから読書の幅が広がると考えます。本は、読み
物だけではないことを知ってほしいです。また、学校の図書室では季節や行事
ごとに「おはなし会」を開催することで、図書室に来てくれる子どもたちも増え、
絵本に触れる機会が増えると思います。

ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。 D

165 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

第１章は、子ども自身の声をもっと反映させるべきであると感じた。この調査
は、数値中心なので、アンケートやインタビューで「なぜ読まないのか」「どのよ
うな本であれば読みたいか」を聞くと、より実態に合った計画になると感じた。ま
た、読書離れを単なる問題としてとらえるのではなく、現代の情報の受け取り方
の変化として分析するとよいと感じたため、時代変化をより強く意識する必要が
あると感じた。

ご意見については、子どもの視点に立った読書活動の充実に向け、
今の参考とさせていただきます。

D

166 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

「これまでの障害のある子どもの…」⇒、「本市は、聴覚障害者、視覚障害者や
発達障害者の子どもの読書活動を推進するために…」と記載したほうが理解で
きると思う。

障害の種別も様々であり、一つひとつを記載することは難しいことから
「障害のある子ども」と表現しております。ご意見については、今後の
取組にあたっての参考とさせていただき、様々な障害の特性に応じた
施設整備の充実を図ります。

D

167 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

研修会等についてはオンラインも含めたハイブリッド型での実施や、研修会の
様子をオンデマンドで配信することも取り入れると良いと思う。

ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。 D

168 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

働く女性の観点からも観てほしい。

ご意見については参考とさせていただき、具体的な取組を推進する際
に、仕事をもつ保護者も参加しやすい講座・イベントの実施方法につ
いて検討してまいります。合わせて、家庭でも取り組みやすい活動を
紹介しながら、読書活動の重要性について保護者に向けた啓発広報
を行い、読書に親しむ環境の充実を図ります。

D
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169 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

学校での読み聞かせの機会が減っていると聞きます。読み聞かせボランティア
の方々の活動の場をつくっていくことも大切だと考えます。

学校における読み聞かせ活動については、ボランティアの方々の協力
を得ながら実施されており、子どもたちが読書に親しむ大切な機会で
あると考えております。ご意見については参考とさせていただき、読み
聞かせボランティアの活動等の場の充実のために関係機関と連携し、
取組を推進してまいります。

D

170 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

働くお母さん（保護者）の立場の観点を加えたほうが良いと思います。
両親とも仕事に就いている家庭が増えてきている近年、講座においてもなかな
か参加できない状況が見られた。
働いている保護者が参加しやすいイベントを企画開催することで、保護者が子
どもと一緒に、読書の有用さを学び、子どもを早い段階から読書に導けると考
えられる。

ご意見につきましては参考とさせていただき、仕事をもつ保護者も参
加しやすい講座や・イベントの実施方法について検討してまいります。
合わせて、保護者が子どもと一緒に参加できる機会を設けることで、
家庭における読書活動の重要性を共有し、読書に親しむ環境の充実
を図ります。

D

171 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

成果や課題を把握する際には、子どもたちの読書量や読書習慣の変化をより
細かく見ていく観点が必要だと感じました。特に、学年によって読書へのかかわ
り方が変わる場面があるため、どの時期にどんな働きかけが必要なのか見え
た方が、次の計画で効果的な取組につながると思う。活動の広がりだけでなく、
子ども自身がどのくらい読書を続けやすい状態になっているか課題整理をする
とよいと思った。

ご意見については、計画を推進する際の参考とさせていただきます。 D

172 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

本市は、全国平均に比べて本を読む児童が多いことが分かった。SNSの活用
について、施設のSNSをつくり、SNS担当職員を配置し、DMなどを通して、市民
の疑問に答えたり、ストーリーなどを通して今月のカレンダーや開催している催
しを知らせることをするとよいと思う。

各施設がホームページやSNSを活用した広報を行っております。ご意
見については参考とさせていただき、今後も広報の充実に努めてまい
ります。

D

173 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

子ども1人1人の実態や多様性の観点を加えたほうがよいのではないかと思う。
これまでの取組によって、子どもが読書に親しむ場は着実に広がってきたと思
う。一方で読書への関心や習慣の身につき方には子どもによって違いがあり、
すべての子どもが同じように読書を楽しめているとは限らないと思う。どのよう
な子どもに、どの程度その効果が届いていたのかという視点も合わせて整理し
ていくことが重要だと思う。また、課題についても、年齢や発達段階、家庭環
境、読書経験の違いなどを踏まえて考えることで、より実態に即した内容になる
と思う。

計画段階では、子ども一人ひとりの実態に応じた対応は困難ですが、
ご意見として承り、施策の実施にあたっては子どもの多様性や発達段
階を踏まえ、効果検証や課題整理に努めてまいります。

D

174 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

第四次推進計画期間の成果と課題を整理する際には、事業数や参加人数と
いった量的な成果だけではなく、子どもや保護者の意識の変化という質的な視
点を加えると、より実態に即した評価につながるのではないかと考える。例え
ば、読書への抵抗感が減った、親子の会話が増えたといった変化は数値化し
にくいものの、読書活動の目的である心の育ちや人とのつながりを捉える重要
な視点である。今後の計画につなげるためにも、成果と課題を多角的に振り替
えることが大切だと思う。

読書活動の評価には、数値化できない意識や関係性の変化も重要で
あると認識しています。評価の在り方については、第五次推進計画の
推進期間において検討を進め、より多角的な視点を取り入れるよう努
めてまいります。

D

175 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

第２章では、学校図書館や公共図書館の役割、読書環境を整えることの重要
性が述べられており、実際に利用しやすい環境になっているかどうかまでは十
分に触れられていないため、放課後に気軽に立ち寄れる時間設定や電子書籍
の購入など、子どもの生活スタイルに合った環境づくりを進める必要があると感
じた。

ご意見については、読書環境の充実に向け、今後の参考とさせていた
だきます。

D
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176 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

Ｐ４の学校等「さつまっ子読書週間の取組」の中に「保護者、児童、幼児を対象
とした読書教育講演会及び学習会」を加え、読み聞かせや読書の重要性を保
護者にも学んでいただくことができる。学校と家庭の連携がさらに強まり、家庭
での読書環境の充実が期待できるのではないか。

Ｐ４は第四次期間の主な内容をまとめたものであるため追加はできま
せんが、ご提案のとおり、保護者を対象とした読書教育講演会や学習
会は、読み聞かせや読書の重要性への理解を深め、家庭での読書環
境の充実につながる有効な取組であると考え、今後も取組を充実させ
て参ります。

D

177 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

Ｐ７の〈関係機関～〉に「各保健センター」があってもよいのではないか。
第２章は、これまでの取組を掲載しております。ご意見については、今
後の取組の参考とさせていただきます。

D

178 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

小学校教育の中で、週に一度の図書の時間は、高学年になると他の科目に変
更されがちだが、全学年必ず確保することが望ましい。

ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。 D

179 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

学校での朝読書の時間を設定していないところが増えてきていると聞きます。
一斉にできなくても読書の時間を確保してほしいです。

朝読書等の学校全体による読書の取組が難しい場合は、学年単位・
学級単位での読書の機会を設けるよう各学校の実態に応じて、柔軟
に対応できるようにします。

D

180 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

第四次推進計画に基づいて、多様な場で読み聞かせや、本に触れる機会が設
けられた点について評価できる。
素案8P、3学校等における主な取組では、読書環境の充実として、幼稚園、保
育所などで、身近な場所に絵本や童話を設置に関する事業が行われたことが
読み取れる。乳幼児期の読書環境については、選書が非常に重要であるた
め、環境を整えるともに質的な向上が図られたかについても検証いただき、成
果と課題について検討いただきたい。

賛同のご意見として承ります。読書環境向上に関する成果と課題の検
証については、今後の取組の参考とさせていただきます。

D

181 3 第３章　「基本的な考え方」について 大人が読書や図書館に親しむ事が大切だと思っています。

本計画は、子どもを対象とした計画であることから、大人の読書につ
いては記載しておりません。しかし、子どもの読書を推進するうえで、
大人が読書に親しむ姿を見せることも重要だと考えております。今後
も子どもから大人まで読書に親しむことができる取組を推進してまいり
ます。

D

182 3 第３章　「基本的な考え方」について

「20分読書運動」は、以前から提唱されていることで具体的な数値もあっていい
のですが、「いつ」が必要と思います。特に学校では、「20分の読書時間を毎日
位置付ける」ことが必要と思います。
　読書に親しみをもてない子に、やや強制的に読むことを勧めることで、よさを
発見することにつながると思います。

学校においては、全校一斉読書（朝読書等）など、読書の時間を日課
や教育活動の中に位置付け、継続的に読書に親しむ機会を確保して
いるところです。今後も、学校の実態に応じて、読書の時間を工夫しな
がら設定し、子どもたちが日常的に本に触れる環境づくりを進めてま
いります。

D

183 3 第３章　「基本的な考え方」について

働くお母さん（保護者）の立場の観点については前述した通りです。
小学校段階では、保護者の読書する姿も大きな要因になるかと思います。
保護者と読書についての意見交換など、学校もですが、「子は親を見て育つ」と
あるように、子どもの読書推進のために「市民の読書推進」につながる施策も
考えられることも必要かと思います。
   例：親と子でつくる読書感想文コンクール

ご意見については、子どもが主体的に読書活動に取り組む環境づくり
の推進へ向けて、今後の取組の参考とさせていただきます。

D

184 3 第３章　「基本的な考え方」について
タブレット端末の使用について、児童生徒が長時間継続して使用するなどの対
策はあるのでしょうか。

本計画では紙媒体の本と電子書籍それぞれの特性を生かしながら、
バランスの取れた読書活動を推進することとしており、紙媒体の本の
良さを実感できる取組を推進してまいります。

D
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185 3 第３章　「基本的な考え方」について

Ⅰ目標において、「施設や図書資料等の物的環境を整備」と記載があるが、鹿
児島県内には、児童・生徒の足で自ら図書館へアクセスすることが難しい地域
もある。そのような地域への配慮などあれば明記してほしい。またその点につ
いて、デジタルを活用して読書機会の創出を広げることもできると考える。その
場合も、同様に記載していただきたい。本計画において、鹿児島市外の方も積
極的に参加できることを分かるようにしていただきたい。

デジタルを活用した読書機会の提供および読書環境の整備について
は、「第３章Ⅱ 基本方針」で取り組むこととしております。また、本計画
については、鹿児島市民を対象として策定しているものですが、公共
施設などで実施するイベント等には、市外の方に参加いただけるもの
もございます。ご意見については、今後の取組の参考とさせていただ
きます。

D

186 3 第３章　「基本的な考え方」について

家庭・学校・地域がそれぞれどのような形で子どもの読書を楽しみやすいよう
に、支援の仕方に幅を持たせることも大切だと思った。全体の方向性を共有し
て、それぞれが取り組みやすい方法を選べるような柔軟さも、基本的な考え方
の実現に近づくと思う。

ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。 D

187 3 第３章　「基本的な考え方」について

「基本的な考え方」を進めるにあたっては、子ども1人1人の成長の速さや興味
の違いを大切にしてほしいと思う。本が好きな子も、まだ読書に親しめていない
子も、無理なく本の世界に出会えるよう、家庭や学校、地域が協力しながら、子
どもに寄り添った取組を進めてほしい。また、読み聞かせや図書館での活動な
どを通して本を読む楽しさを感じられる機会を増やしてほしい。そのような経験
が子ども達が自分から本に手を伸ばすきっかけになると思う。

計画には、例として発達段階の特徴と取組例を記載しておりますが、
子ども一人ひとりの成長については違いがあることは理解しており、
個に応じた取組を進めてまいります。

D

188 3 第３章　「基本的な考え方」について

子ども一人ひとりの状況や読書のとらえ方についても配慮してほしいと思う。読
書に親しむきっかけや楽しみ方は子どもによってさまざまであり、同じ取組で
あっても受け取り方や効果には差が生じることが考えられる。そのため、読書
環境の整備や取組を進めるにあたって、学校や図書館での活動だけではなく、
家庭や地域での関わり方、日常生活の中で無理なく本に触れられる工夫にも
目を向けることが大切だと思った。特に、読書に苦手意識をもつ子どもや本に
触れる機会が限られている子どもにとっても、安心して読書を楽しめるような配
慮が求められると思う。

施策の実施にあたっては子どもの多様性や発達段階を踏まえ、効果
検証や課題整理に努めてまいります。

D

189 3 第３章　「基本的な考え方」について

子どもの読書活動を推進する基本的な考え方として、子ども一人ひとりの発達
段階や興味・関心の違いに配慮する視点をより明確にしてほしい。読書といっ
ても、絵本を楽しむ段階の子どもと、物語文を読む子どもでは、求められる支援
は異なる。また、文字を読むことが苦手な子どもにとっては、読み聞かせや音声
による物語体験が重要な入口となる。すべての子どもが自分に合った形で本と
出会えるような考え方が計画の土台として示されることを望む。

読書活動は発達段階や興味に応じて柔軟に取り組むことが重要であ
るため、子どもに合わせた取組を選択できるよう、第４章Ⅱに具体例
を示しております。ご意見はについては今後の取組の参考とさせてい
ただきます。

D

190 3 第３章　「基本的な考え方」について

長年演劇教育に携わってきたが、戯曲を使用した演劇のワークショップが読書
に興味のない子どもも読書に誘う方策として有効であると考える。ことばと身体
が一体のモノであるという演劇体験により、戯曲の世界に興味を持ち、あまり読
書に親しまなかった子どもや興味が偏った子どもが自分の読書の世界を自然
に広げていった姿を目にしてきた。
ワークショップ指導者は、鹿児島演劇協会、子ども芸術センター（ＮＰＯ)、鹿児
島市芸術文化協会などに依頼することで協力が得られると思う。文化振興課を
通じて依頼することも方策の一つだと思う。

ご意見については、読書に親しむ機会の充実に向け、今後の取組の
参考とさせていただきます。

D

191 3 第３章　「基本的な考え方」について
多くの子どもたちが自由に参加できるイベントなどと連携して読み聞かせ会を開
催していってほしいです。

ご意見については、読書に親しむ機会の充実に向け、今後の取組の
参考とさせていただきます。

D
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192 3 第３章　「基本的な考え方」について
様々な障害等があるので全てを網羅することは難しいと思いますが、まずは誰
でも参加していいよ！というスタンスで呼びかけていくことが大切だと思います。

ご意見については、多様な子どもたちの読書環境の充実に向け、今
後の参考とさせていただきます。

D

193 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

大人が読書や図書館に親しむ事が大切だと思っています。

本計画は、子どもを対象とした計画であることから、大人の読書につ
いては記載しておりません。しかし、子どもの読書を推進するうえで、
大人が読書に親しむ姿を見せることも重要だと考えております。今後
も子どもから大人まで読書に親しむことができる取組を推進してまいり
ます。

D

194 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

第四次計画からの変更点の「学校等における子どもの読書活動」の中に、読書
活動の基本となる漢字やひらがな、かたかなの成立、そして明治・大正期にお
ける欧米文化流入に対して３種の表記があることで日本化が進んだ点をクイズ
形式、座学でもよいので「文字」自体に興味をもってもらうという本質的な学び
（遊びとも）を取り入れる。そのことから文字への親しみ、愛着が生まれる一面
があると思います。まずは文字に親しんでもらう、興味をもってもらうということ
は、多忙な親たちに求めるには少し無理があり、学校の授業の学びと共に学
び、親しんでもらう仕組みが、効果がみこまれると思います。

学校においては、国語科を中心に、言葉や文字に親しむ学びが行わ
れております。今後も、学校図書館を活用しながら、クイズ形式や体験
的な活動など、子どもが楽しみながら学べる工夫を推進してまいりま
す。
また、「子どもといっしょに読書の日」などの取組を通して、家庭とも連
携しながら、文字や言葉への関心が自然に読書活動へとつながる環
境づくりを進めていくことが重要であると考えております。

D

195 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

読み聞かせ活動の情報提供などを1歳児検診や市立病院の小児科などに掲示
したら活動を知らなかったお母さん方に届くのではないかと思いました。

ご意見の内容も踏まえながら、広報を充実させてまいります。 D

196 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

家庭における読書活動に変更がないが、それで十分か。

家庭における取組自体は、四次計画から大きな変更はありませんが、
新たに電子図書の活用も含める内容としております。また、家庭への
支援については、引き続き、各課や施設等が連携し、ニーズに合った
事業を企画、推進し、読書に親しむ場や機会の提供の充実を図りま
す。

D

197 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

図書館に加えて、隣接、併設する施設を含めた居心地の良い空間づくり、読書
をする人としない人が一緒に快適に過ごせる場を作ることが効果的だと思う。

ご意見については、読書環境の充実に向け、今後の取組にあたって
の参考とさせていただきます。

D

198 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

検診時を利用したりして、お話会を多く入れるなど、子育てに入ったばかりの方
を対象に、本の大切さや効果、お話会はどんなところであるなど、どこで本にふ
れたりすることが出来るか知らせる機会を作ったほうが良いと思う。

ご意見の内容も踏まえながら、広報の充実に努めてまいります。
これまでも、ブックスタート事業や絵本ガイドの作成、読書講座等をと
おして、乳幼児期の保護者の方に本や読み聞かせの大切さを伝えて
まいりましたが、関係課や施設と連携し、検診や子育て支援の場など
を活用した情報提供の工夫についても検討してまいります。

D

199 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

子どもと一緒に図書館施設に行きたくなるイベントを企画することが効果的だと
思います。
オマケにつられて雑誌を購入するような、保護者自身が参加したくなる企画と
のコラボレーション企画が親世代の読書活動推進の裾野を広げるのではない
ですか？
ひいては、子どもも楽しみ読書に親しむきっかけになると考えられます。
読書オンリー企画は読書好きの保護者にしかうつらないということです。
是非、読書習慣のない保護者をターゲットにしてください。

子どもと一緒に楽しめる体験型イベントや、保護者が参加したいと感じ
られる企画は、図書館等の施設を身近に感じていただくうえで有効で
あると認識しております。特に、読書習慣が十分に定着していない保
護者層に対しては、興味・関心の入口を多様化することが重要である
と考えています。子ども向けに限らず、保護者を含めた家庭全体への
働きかけや、読書に親しむきっかけとなる取組を重視してまいります。
いただいたご意見を踏まえ、関係機関や団体と連携し、幅広い世代が
図書館等の施設を利用する契機となる企画を検討してまいります。

D

200 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

Ⅴ学校等における子どもの読書活動についての内容です。子ども（児童・生徒）
の身近な読書ができる場は学校にある図書館や授業で触れたり、紹介したりす
ることも必要だと私自身が思っております。

ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。 D
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201 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

ストーリーテリングでは、もともとあるお話だけではなく、話し手の作り話も大切
だと思う。身近な出来事や子どもに合わせた内容にすることで、より親しみを感
じ、創造する楽しさが広がるからである。また、図書館の取組として、絵本作家
などを招いて、作品に込めた思いや創作の話を聞いたり、読み聞かせを行った
りすることも効果的だと考える。本への興味が深まり、読書への意欲につなが
るからである。子ども達も読み聞かせボランティアを行うことも効果的な取組で
あると考える。

賛同のご意見として承ります。ご提案いただいた取組につきましても
今後の参考とさせていただきます。

D

202 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

教員や司書の仕事が増えすぎないよう、地域ボランティアやオンライン支援を
活用すると継続しやすいため、これらを活用して、学校現場の負担を減らす仕
組みが必要だと感じた。

ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。 D

203 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

生徒が主体的に関われる活動を増やすべきだと感じた。おすすめの本紹介、
読書SNS、ポップ作りなど、生徒が主役になれる活動を取り入れると効果が高
まると感じた。

ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。 D

204 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

公民館でも読み聞かせの取り組みをしているが、各学校からも保護者に積極
的に周知していただきたい。毎月計画してあるので、週報等にも掲載してもらえ
るといいのでは。

ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。 D

205 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

メルヘン館、近代文学館がもっと気軽に行ける場であってほしいです。
ご意見については、今後の取組にあたっての参考とさせていただきま
す。

D

206 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

Ｐ15「読み聞かせ」の部分を説明を増やしてはどうか。重要性を伝えることにな
り効果的ではないか。本は「言葉に対する豊かな感性を育む」言葉を感じ取る
力を育てることで相手の気持ちを推し量ることができるようになるだけではなく、
聞く力が育ち、人の言葉に耳を傾け、心を開いて聞くという力を積み重ねること
ができるようになるのだと思います。

読み聞かせの重要性については十分認識しておりますが、Ｐ15は、国
の「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（第五次計画）
から引用をしているもので、加筆修正をすることはできません。ご意見
については、今後の取組の参考とし、読み聞かせの重要性について
の啓発広報に努めてまいります。

D

207 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

Ⅰ発達段階に応じた取組
子どもが生まれる前（妊婦さん等）の段階で、読書の大切さ、子どもの発達への
影響などを伝える機会が設けられないか。そのためにも、関係行政（子どもに
関係する課）の横の連携が必須なのではないか。

本計画では、発達段階に応じた読書活動や支援を継続的に実施し、
子どもの豊かな成長を支えていくこととしております。ご意見につきま
しても、今後の取組の参考とさせていただき、妊娠期からの情報提供
や、地域の子育て支援拠点を活用した読書活動の推奨など、発達段
階に応じた支援の充実を図ります。

D

208 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

令和８年に鹿児島市で初めて義務教育学校が誕生します。9年間を見通した読
書計画の中にも発達段階ごとの特徴等を踏まえていくといいと思います。

ご意見については、今後の参考とさせていただきます。 D

209 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

学校図書館は自分が子供の頃は好きな時間に利用でき、本を借りることが出
来て良かったことを覚えています。今の子供たちにとっても、楽しくて通いやす
い場所であってほしいです。そのための取り組みを充実させてください。

ご意見については、今後の参考とさせていただきます。 D

210 5 第５章　「推進体制」について 大人が読書や図書館に親しむ事が大切だと思っています。

本計画は、子どもを対象とした計画であることから、大人の読書につ
いては記載しておりません。しかし、子どもの読書を推進するうえで、
大人が読書に親しむこと姿を見せることも重要だと考えております。今
後も子どもから大人まで読書に親しむことができる取組を推進してま
いります。

D
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211 5 第５章　「推進体制」について

学校や保育園だけでなく、児童養護施設等様々な施設とも連携や協力を図りな
がら、子どもたちが本に親しみ、読書の楽しさを感じられるような活動を広げて
いくことも大切だと思う。地域での取り組みは多いように見えるし、取り組んでい
ると思うが、私たちに十分に伝わってこないため、地域の人に分かりやすく伝え
るための方法を工夫していくことが必要だと感じる。チラシやSNSなどを活用す
るともっとよいと思う。

ご意見については、広報の充実に向け、今後の参考とさせていただき
ます。

D

212 5 第５章　「推進体制」について

読書活動を継続的に推進していくためには、学校や図書館を中心とした体制に
加え、保育所、幼稚園、認定こども園、地域の子育て支援施設などの連携をよ
り重視してほしい。特に乳幼児期は、読書習慣の土台が形成される重要な時期
であり、この段階からの継続的な支援が、その後の読書活動につながると考え
られる。それぞれの機関が役割を分担し、情報を共有しながら取組む体制づく
りが、計画の実効性を高めるのではないかと考える。

ご意見については、推進体制の充実に向け、今後の参考とさせていた
だきます。

D

213 5 第５章　「推進体制」について 推進委員会には、子供に参加してもらうのもいいかもしれません。

子ども読書活動推進委員会は、関係課が推進状況について協議や情
報共有を行うもので、子どもの参加はありません。しかし、本計画で
は、「第３章Ⅱ-４ 子どもの視点に立った読書運動の推進」にあるとお
り、読書活動への子どもの参画も推進しており、様々な方法で子ども
の意見を取り入れるよう努めてまいります。

D

214 5 第５章　「推進体制」について
本屋さんや学習塾など子どもの読書に関係ありそうな民間企業の観点も取り込
めるといいと思います。

ご意見については、推進体制の充実に向けた取組の参考とさせてい
ただきます。 D

215 6 その他 大人が読書や図書館に親しむ事が大切だと思っています。

本計画は、子どもを対象とした計画であることから、大人の読書につ
いては記載しておりません。しかし、子どもの読書を推進するうえで、
大人が読書に親しむ姿を見せることも重要だと考えております。今後
も子どもから大人まで読書に親しむことができる取組を推進してまいり
ます。

D

216 6 その他

文字に親しみ、面白みをもってもらうことで読書につなげるイベントの開催
親も子も楽しめる、そして得するイベント
＜主催団体＞各図書館、関連する機関など（含ボランティアGも）
　スポンサーをつのる、ブースでの本の販売も認める。
＜内容＞
１．漢字の創作遊び（これまでない文字を自分流で作る）
２．人文字を作る遊び（親子対象）
３．文字、本に関するクイズ（図書券を優勝者に）小学生の部、中学生の部など
４．私の人生を変えた1冊の講座（大人向け）
など

ご意見については、今後の取組にあたっての参考とさせていただきま
す。

D

217 6 その他

子供の読書運動を読書量（貸出冊数）で評価するのはそろそろやめてもいいの
では。読書活動の促進としてはよいかもしれませんが、良書に親しみ、一生の
友達になるような本に出会うことも大切です。
策定の趣旨の冒頭で述べていることを目的とするならなおさら、冊数ばかりに
目を向ける読書活動には本の良さを知らずに通過する危険もあるのです。
県立図書館の「宝本」のような取組は、そのような観点から重要です。

読書冊数や読書量は、現状把握のための目安のひとつとして記載し
ているものです。ご意見のように「良書に親しみ、一生の友達になるよ
うな本に出会う」ことは重要であるととらえておりますので、子どもたち
が良書と出会える機会の提供ができるよう、今後も取組を推進してま
いります。

D

23 / 35 



項目番号 項目 市民からの意見等の概要 対応状況 対応区分

218 6 その他

・読書のよさ、本を読んでどのような効果があるのかを子どもたちに講演するこ
と
・子ども自身が、「本を読んでよかった」と思うことや影響を受けた本の紹介など
を発表する場
今、考えられる効果的と思うことを上２つに書いてみました。

児童文学作家が市内小・中学校へ出向き講話等を行い、本や文学の
面白さを子どもたちに伝える「児童文学者交流事業」や図書館や学
校、公民館図書室では、発表者が読んで面白いと思った本を紹介し合
い、どの本が一番読みたいか、来場者の多数決で選ぶ、ビブリオバト
ル等、読書の楽しさを感じることができる取組を実施しております。
ご意見については、今後の取組にあたっての参考とさせていただき、
取組の充実を図ります。

D

219 6 その他
県内・市内にあるボランティア活動団体（紙芝居やペープサート、寸劇など）の
交流（紹介）を直接できるような窓口をこちらの読書活動の事務局も作ってくれ
ると助かります。

図書館では、グループ相互の交流を促進し、読み聞かせの技術交流
を図るための「親子読書グループ等研修会」を実施しており、地域公
民館においても地域の読書ボランティアグループ相互の情報交換の
場を設定している館もございます。ご意見については、今後の参考と
させていただきます。

D

220 6 その他
学校での読み聞かせや一斉読書の時間が減ってきていると感じます。とても残
念です。

学校における読み聞かせや一斉読書（朝読書を含む）の時間は、子ど
もが本に親しむ大切な機会であると認識しております。一方で、学校を
取り巻く状況の変化により、十分な時間の確保が難しくなっている面も
あると考えられます。
今後も、学校の実態を踏まえながら、読書に親しむ時間の確保や取
組の充実に努めてまいります。

D

221 6 その他 ギフテッドの子どもに対する支援をもう少し強化してほしいです。

本計画では、障害のある子どもや日本語指導を必要とする子どもな
ど、多様な背景や特性をもつ子どもたちへの読書環境の整備を重要
な視点として位置付けております。ご指摘のように、特に高い興味・関
心や能力をもつ子どもへの支援についても、発達段階や個に応じた配
慮が必要であると認識しております。学校においては、学校図書館の
活用や選書の工夫などを通して、子どもの多様な読書ニーズに応じた
環境づくりに努めてまいります。

D

222 6 その他
元気な関心のある高齢者ももっとボランティア活動に参加しなくてはと思いま
す。

高齢者の皆さまが読書活動や地域の取組に参加されることは、活動
の充実に大きく寄与するものと考えております。現在も図書館や地域
公民館において、読み聞かせ等のボランティア活動の場づくりに努め
ているところですが、今後も関係機関と連携しながら、参加しやすい環
境づくりに取り組んでまいります。

D

223 6 その他

鹿児島市立図書館では、絵本作家さんなどをおよびしたイベントはできないも
のでしょうか。他の市町村や他県では著名な作家さんをおよびしてのイベントを
よく耳にします。（図書館でという意味です。）天文館図書館ではよく開催されて
いますが、私にとっては身近である市立図書館でも同様のイベントがありました
ら、市民の皆さん、子どもさんたちにも大変喜ばれると思っています。

絵本作家の招へい等は、子どもたちにとって有意義な機会であると認
識しておりますが、事業全体の調和等を踏まえ、今後の参考とさせて
いただきます。

D

224 6 その他
小学校での読み聞かせ活動も、学校によりまして大きく違っていますが、それが
いいこともたくさんありますが、残念なことも感じています。

各学校の実態や創意工夫により、取組については内容や方法に違い
が見られますが、好事例の共有や情報提供等に努めながら、読み聞
かせ活動を含めた読書活動の充実につなげてまいります。

D
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225 6 その他

第五次鹿児島市子ども読書活動推進計画の概要版の「第4章子どもの読書活
動推進のための方策」の内容についてです。「３家庭・地域・学校等における子
どもの読書活動」の項目で「家庭への支援」で、障害のある子どもの読書活動
について触れています。障害の特性に合わせ、拡大図書器やポーダブルレ
コーダーなどの給付等と同時に、図書館をはじめとする施設の環境整備につい
ても大切だと私自身、考えております。例として挙げると、「棚と棚同士の間隔を
広げ、通路を通りやすくする」、「本の対象年齢などを基に本の位置を変更す
る」などがあると思います。そして、困ったときに誰でも手助けをしてもらえるよう
な環境も大切だと思います。

ご意見については参考とさせていただき、読書バリアフリーの観点か
らも、誰もが利用しやすい読書環境の整備に努めてまいります。

D

226 6 その他

本計画全体を通して、子どもの読書活動を充実させるために、家庭、地域、学
校などが連携しながら様々な取組を行っていることを知ることができた。子ども
の成長・発達段階に考慮しながら、読書を通して子どもたちの心を育てよう、豊
かにしようとする点は、今後も大切にして計画を立てていくべきだと思う。また、
今後は、読書が苦手な子どもたちがどのようにして本に関わるかや、障がいの
有無にかかわらず、すべての人が図書館を利用しやすいようになど、ICT機器
の活用やバリアフリーな図書館など、今よりもっと本や設備が充実していったら
良いなと思う。

ご意見については参考とさせていただき、読書バリアフリーの観点か
らも、誰もが利用しやすい読書環境の整備に努めてまいります。

D

227 6 その他
図書館の使いやすさや工夫、市民にとって有効であることを認識してもらうため
の活動などを盛り込んでも、より分かりやすいものになると考えた。

ご意見として承り、今後の取組の参考とさせていただきます。 D

228 6 その他

今は多様な子どもがより明確に幅広くいるので、支援体制を強化して、誰でも、
どんな人でも読書を等しく楽しめるような図書館経営を行うことが最も効果的だ
と思った。ICTやデジタル読書も取り入れたり支える体制や、家庭支援の視点か
らくる体制、地域資源をよりよく活かしていく体制づくりも必要性が高いと考え
る。そして、評価と新たな課題を考えて、時代に対応した継続的な支援や改善
を図っていくことも効果的であると考える。学校司書だけではなく、学校の教職
員に向けた研修を行ったり、司書免許を取るように勧めたり、人材育成にも力を
入れていくことが大切だと思った。

本市では学校図書館司書以外にも、司書教諭や読書担当の教諭を対
象とした研修を実施しております。学校図書館の活用が、個別最適な
学びの実現につながるよう今後も研修の工夫・改善に努めてまいりま
す。

D

229 6 その他

鹿児島における読書活動をさらに充実させるためには、学校などだけでなく、地
域全体で子ども達の読書活動を整えることが大切だと思う。こうしたイベントは
「本に触れるきっかけ」を増やすだけでなく、地域同士の交流や親子の会話の
きっかけになると思う。小さい子ども向けにスタンプラリーなどを設置することも
面白そうだと思った。図書館以外にも、子どもがよく訪れる飲食店や美容室など
にも本を設置し、待ち時間にスマホやゲームではなく本を読むということも１つ
の読書活動になるのではないかと考える。自分も小学生の時に経験したが、学
校に町の図書館のバスが来てくれて、出張図書館がとても思い出に残ってい
る。その活動をもっと増やすとよいと思う。子どもが訪れそうなところに本を設置
することで、自然に本に触れることができると思う。

ご意見については、読書機会の充実に向け、今後の取組の参考とい
たします。

D
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230 6 その他

全体を通して、読書が苦手な子どもや本に親しむ機会が少ない家庭への配慮
を今後はさらに充実させてほしいと感じた。読書活動はもともと本が好きな子ど
もや環境が整っている家庭ほど参加しやすい傾向がある一方で、さまざまな事
情から取り組みにくさを抱えている家庭も存在する。だからこそ、特別な準備や
知識がなくても参加できる取組や、子どもが自然に本と出会える環境づくりが重
要である。すべての子どもが等しく読書の楽しさや価値に触れられるような計画
であることを期待したい。また、本計画が実施されていく中で、家庭、学校、地
域が共通の目的意識をもち、互いに支えながら子どもの読書活動を育てていく
ことにも期待したい。すべての子どもが本を通して心を豊かにし、自分や他者を
大切にできる力を育んでいけるような取組が今後も継続して進められることを
望む。

ご意見については、計画を推進する際の参考とさせていただきます。 D

231 6 その他
計画の周知方法が限定的であるため、ワークショップやオンライン教材での啓
発活動をするとよいと感じた。

ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。 D

232 6 その他
目標と現実とのギャップが大きく、達成可能な段階的目標が不足しているため、
短期目標・中期目標・長期目標と段階的に目標を設定するとよいと考えた。

ご意見については、今後の参考とさせていただきます。 D

233 6 その他
年齢・興味・文化背景に応じた書籍が不足しているため、電子書籍、漫画、図
解書など多様な書籍ラインナップの整備が必要であると感じた。

学校では選書会の実施などを通じて、教師や児童・生徒にとって必要
な書籍の整備に努めてまいります。また、図書館では、多様なニーズ
に対応できるよう、幅広く資料の充実を図るとともに、電子図書やデイ
ジー図書等の充実に努めてまいります。

D

234 6 その他
読書活動の楽しさが伝わりにくいため、読書イベントや読書ゲーム、SNS活用で
楽しく促進するとよいと考えた。

ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。 D

235 6 その他
民間団体との協働の幅が狭いため、出版社、書店、NPOとの共同企画や読書
キャンペーンの拡大をするとよいと思った。

ご意見については、今後の参考とさせていただきます。 D

236 6 その他

読書は、乳幼児期の読書習慣がとても大切であると思っています。市民に呼び
かけ、どんな取り組みをしているか紹介してもらうのもいいと思います。また、一
斉読書を実践している学校の工夫した実践（実践期間、工夫している内容、成
果や課題など）や子ども達の変容なども知りたいと思いました。

ご意見として承り、今後の取組の参考といたします。 D

237 6 その他

毎月、図書館が発行している「小・中学生としょかんつうしん」で、「子どもの読
書に関する相談」や「子どもが企画参画しているイベント」などを随時紹介して
ほしい。（されているかもしれませんが）また、その通信を学校で紹介する場も
あるとよいと思う。

ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。
図書館では「小・中学生としょかんつうしん」や図書館で開催のイベン
ト等、ＨＰ、館内掲示、ＳＮＳ、学校への配布等で周知しているところで
す。今後も周知に努めてまいります。

D

238 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

地域の図書館に頑張ってほしい。
もっと魅力のある図書館になってほしい。武雄の図書館や蔦屋などもっと人が
集まる場所に。
大人がもっと本を読んだり、図書館に行くことが大事だと思っています。

ご意見として承ります。 E

239 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

P1　はじめに　一行目
　子どもの読書活動の推進に関する法律　第２条の文言から、想像力は創造力
がよいのではと思います。

ご意見の趣旨を踏まえ「創造力」に修正します。 E

26 / 35 



項目番号 項目 市民からの意見等の概要 対応状況 対応区分

240 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

良いと思います。 賛同のご意見として承ります。 E

241 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

良いと思います。 賛同のご意見として承ります。 E

242 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

策定の趣旨、計画の位置づけを理解できました。 賛同のご意見として承ります。 E

243 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

P３第１章Ⅲは「計画の期間」となっているので、本文も「本計画の期間は～５年
間とします。」としてはどうか。

ご意見を踏まえ、「本計画の期間は、令和８年度から12年度までの５
年間とします。」に修正します。

E

244 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

いろいろと考えてくださり細かなところまで検討され、素晴らしいと感じておりま
す。

賛同のご意見として承ります。 E

245 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

計画に大賛成です。 賛同のご意見として承ります。 E

246 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

計画的に見直しがされており、良いと思う。 賛同のご意見として承ります。 E

247 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

５年間の計画の趣旨がわかった。 賛同のご意見として承ります。 E

248 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

良いことだと思います。 賛同のご意見として承ります。 E

249 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

読書は大事だとおもいました。 賛同のご意見として承ります。 E

250 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

よいと思う。 賛同のご意見として承ります。 E

251 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

素案通りで良い。 賛同のご意見として承ります。 E

252 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

子どもの読書活動を推進していくことは、大いに賛成です。 賛同のご意見として承ります。 E

253 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

５年ごとに計画を見直ししているのがいいと思います。 賛同のご意見として承ります。 E
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254 1
第１章「第五次推進計画策定にあ
たって」について

５年間を見据えた計画にしてほしい。 ご意見として承ります。 E

255 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

小学校から中学校への読書時間の減少と勉強時間の増加の関係はどうか。
小学校から中学校への進学に伴い、教科学習の内容や量の増加や
部活動等により、学習や生活の在り方が大きく変化することから、読
書に充てる時間が減少する傾向があるものと考えております。

E

256 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

P９　「・・・一定の水準を保っていると考えられます。・・・態度を育成できていると
考えられます。」の「考えられます。」という表現が，他の成果の表現と比べて弱
さを感じます。「一定の水準」をどのように捉えているかにもよりますが，他の成
果と同じように言い切っても良いのではないでしょうか。

ご意見を踏まえ、「…一定の水準を保っていると考えられます。」につ
いては、数値から明らかであるため「一定の水準を保っています。」と
修正します。「…態度を育成できていると考えられます。」については、
数値からの推察であるため、素案のままの表記とします。

E

257 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

課題の解決に向けてとりくんでいってください。 賛同のご意見として承ります。 E

258 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

概要版での成果と課題で五番目の「小・中学校において」の部分は素案の成果
とやや相違があるのではないでしょうか。

ご意見を踏まえ、概要版を修正します。 E

259 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

P８～９第２章Ⅰ－３　学校における取組　の中で、職員（または教職員）や保護
者による読み聞かせに関する内容が記載されているが、教職員や保護者以外
の方も参加していると思うので、「等」を入れてはどうか。

ご意見を踏まえ、「教職員や保護者等」に修正します。 E

260 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

いろいろと考えてくださり細かなところまで検討され、素晴らしいと感じておりま
す。

賛同のご意見として承ります。 E

261 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

新型コロナウイルス感染症の影響は、とても大きかったですね。
影響の大きさやその後の取り組みの苦労も加えていいのではないでしょうか。

新型コロナウイルス感染症により、読書環境や各種事業の実施に大
きな影響を受け、利用制限や事業の中止・縮小を余儀なくされる中
で、現場では様々な工夫を行い感染症対策と読書活動の継続を両立
させてきました。これらは重要な経験であるととらえていますが、本計
画では、今後の読書活動の方向性を示すことを主眼としているため、
掲載は見送ることとします。

E

262 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

様々な取り組みが行われているところが良いと感じた。 賛同のご意見として承ります。 E

263 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

乳幼児期の「家庭への支援」という項目の中に赤ちゃんセット（母子）というもの
があります。この赤ちゃんセットはなぜ”母子”限定のものなのでしょうか。私自
身、赤ちゃんセットについての理解が不十分である可能性はありますが、この
資料を見ると家庭全体というより、母と子に対する支援のように感じたので書か
せていただきました。

「第２章Ⅰ-１ 発達段階に応じた取組」の表にある「赤ちゃんセット（母
子）」は、事業を実施している母子保健課を表したものであり、「母子の
支援」を意図したのものではありません。「（母子）」、合わせてブックス
タート事業にある「（図）」という表記については削除します。

E

264 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

「第四次推進計画期間における主な取組と成果と課題」について、中学生の不
読率をもっと減らすための取組を考えたほうがよいと思った。SNSやゲーム等
の短時間で楽しむことができるものが身近になってきているので、本に興味が
もてるような読書活動や取組をし、SNS等から少しでも離れ、本にふれる時間を
設けることができるようにしたほうがよいと思う。

　SNSやゲームなど短時間で楽しめるものが身近な環境だからこそ、
本に興味をもてる魅力ある読書活動や取組を工夫し、SNS等から少し
離れて本に触れる時間を子どもたちに選択してもらえるよう、継続的
に実践していくことが重要であると考えております。

E
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265 2 第３章　「基本的な考え方」について 考えさせられた。 賛同のご意見として承ります。 E

266 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

だいぶ前ですが、養護学校には図書室がないというのを見て驚いたことがあり
ます。今は違うかもしれませんが、読書環境の整備、進めていってほしいと思い
ます。

市内の特別支援学校には図書館が整備されております。 E

267 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

Ｐ５の２家庭、地域、各関係機関・関係団体における主な取組に「家庭の取組」
を項立て、実際の様子が欲しい。

家庭における取組の実際を項立てて記載することは難しく、地域での
取組が記載されているため、「２家庭・地域における主な取組」の「家
庭・」を削除します。

E

268 2
第２章　「第四次推進計画期間におけ
る主な取組の成果と課題」について

１か月に１冊も読まない中学生が1割を超えていることに驚きました。
全然読まないわけではなく、じっくり読んでいるからと言う理由であってほしいで
す。

ご意見として承ります。 E

269 3 第３章　「基本的な考え方」について
アニメ作品や子ども向けのCD作品など追加することも読書に興味がもてると思
う。

図書館では、ＡＶコーナーでアニメ作品や子ども向けのCD・DVDも利
用いただけます。ご意見については、今後の参考とさせていただきま
す。

E

270 3 第３章　「基本的な考え方」について 個人的には、毎日20分よりもまとまった時間をもらえた方が読書しやすい。
本計画では、継続的な読書習慣を身につけるための指標として「１日
に少なくとも20分」としているところです。

E

271 3 第３章　「基本的な考え方」について
P13　２　DX化は大変重要な課題だと思いますが，予算が伴うため，計画的な
整備をよろしくお願いします。

ご意見として承ります。 E

272 3 第３章　「基本的な考え方」について 基本的な考え方について理解できました。 賛同のご意見として承ります。 E

273 3 第３章　「基本的な考え方」について
P13　Ⅰ　９行目　「発達段階に応じて読書離れ」→「学年が進むにつれて」では
どうでしょうか。

小学生と中学生の不読率を比較について述べている部分であるた
め、ご意見を踏まえ、「学年が上がるにつれて読書離れが進む傾向が
見られます。」と修正します。

E

274 3 第３章　「基本的な考え方」について
P13第３章Ⅱ-１「読書に親しむ機会の充実」にある「図書館（室）」の「（室）」は
不要ではないか。

ご意見を踏まえ、「（室）」を削除します。 E

275 3 第３章　「基本的な考え方」について
(2)デジタルを…は、今後重点的にということで2番目なのでしょうか。(3)と入れ
替えてもいいかなあとも感じます。

鹿児島市ではDX化に力を入れていることもあり、「デジタルを活用した
読書機会の提供および読書環境の整備」は、２番目に整理しておりま
す。順序の入替は行いませんが、１～４は優先順位ではなく、それぞ
れの取組の重さに大きな差異はございません。今後この４つの項目を
重点を置いて取組を進めてまいります。

E

276 3 第３章　「基本的な考え方」について

Ⅱ基本方針の「２デジタルを活用した読書機会の提供および読書環境の整備」
の中に、子どもたちが自由に電子書籍にアクセスできる環境が整備され…」と
いう記述があります。実際の使用状況や電子書籍の数については、どのくらい
あるのでしょうか。

令和６年７月に市立学校と連携がスタートし、タブレットで電子図書館
を利用できるようになり、読み放題の電子図書を読むなど、利用いた
だいています。令和７年４月現在で読み放題を含み3,787コンテンツを
所有しています。
今後も各機関と連携しながら、電子図書館の良さを周知し、利用推進
に努めてまいります。

E
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277 3 第３章　「基本的な考え方」について

「基本的な考え方」について、なぜ「20分読書」なのか理由を知りたいと思った。
特に中学生は部活や勉強で他のことをする時間が短いと思う。それなのに20分
も読書はできないと思う。20分だと少し長く感じ、本を読もうという意欲も出ない
と思うので、「10分読書」とし、10分でも読めるようにしたほうが良いのではない
かと思った。また、10分なら朝読書等の短い時間でもできると思うので、「10分」
の方がよいのではないかと考える。

「20分読書」は、これまで本市で推進してきた「さつまっ子20分読書」運
動を継承し、時間を設定した取組です。ただし、ここでいう20分は継続
した20分間を指すものではなく、学校で10分、家庭で10分など、隙間
の時間を工夫して読書活動を積み重ねていくことを想定しています。こ
うした日常的な読書の積み重ねを通して、読書を生活の一部として定
着させ、子どもたちが主体的に本に親しむ習慣を育むことを目的とし
ております。

E

278 3 第３章　「基本的な考え方」について いつも、本を手に出かけるくらいの習慣をつけてほしい。 ご意見として承ります。 E

279 3 第３章　「基本的な考え方」について よいと思う。 賛同のご意見として承ります。 E

280 3 第３章　「基本的な考え方」について

子どもが幼稚園の頃、読み聞かせのグループに入っていて定期的に幼稚園で
読み聞かせをしていましたが、小学校以降、機会もなくなりました。成長に合わ
せて子ども達がどんな本を喜ぶのか、親達が本選びをすることも読書に対する
意識が高まるのかもしれません。小学校以降も読み聞かせをする機会があれ
ばいいと思います。

本市では小中学校の学習支援や体験活動、校内の整備等の支援を
行う学校支援ボランティア事業があり、その中で読み聞かせ活動も実
施しております。ボランティアにはどなたでも参加していただくことがで
きます。

E

281 3 第３章　「基本的な考え方」について 素案通りで良い。 賛同のご意見として承ります。 E

282 3 第３章　「基本的な考え方」について

Ⅱ基本方針について、読書に親しむ機会の充実から子どもの視点に立った読
書活動の推進まで、継続的で段階的な取組の指針がよく整理されている。記載
順は、優先順位ではないと理解しているが、読み手主体の読書活動としていく
にあたっては、2つ目から4つ目の項目については、この順序でよいか検討いた
だきたい。項目4、項目3、項目2の順序であると、機会の確保とともに、主体的
に取組めるよう支援していく意味合いが強まるように感じます。

ご指摘のとおり、「第３章Ⅱ 基本方針」における、「読書に親しむ機会
の充実」から「子どもの視点に立った読書活動の推進」までの項目は、
優先順位ではなくその重さに差異はなく、鹿児島市ではDX化に力を入
れていることから「デジタルを活用した読書機会の提供および読書環
境の整備」を２番目に整理しております。順序の入替は行いません
が、今後この４つの項目を重点を置いて取組を進めてまいります。

E

283 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P19　※４　子どもと・・・　　P15に※４はすでにあるので、それ以後が一つずつ
ずれるのではないか。

ご意見を踏まえ、注釈の数字を修正します。 E

284 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P21多目的トイレ　一般的にこの名称が広がっているが、国土交通省は「バリア
フリートイレ」に見直すように促しているのでは。

ご意見を踏まえ、「バリアフリートイレ」に修正します。 E

285 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P25 　Ⅴ　学習・情報センター　文科省の図書館の機能に習い、中点を入れて
は。

ご意見を踏まえ、「学習・情報」に修正します。 E

286 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

方策、よくわかりました。取組が進められたらいいなと思います。それぞれで取
組んでほしいです。

賛同のご意見として承ります。 E

287 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P14　Ⅰ　４行目　読書から遠ざからないように→子どもの読書の幅が広がるよ
うに（プラスの言葉にしてはどうか）

ご意見を踏まえ、「読書から遠ざからないように」ではなく、肯定的に捉
える文章に修正します。

E
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288 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P17　家庭でできるおすすめの取組⑵「子どもが触れやすい～本や辞書を置く
など読書環境づくりをする。」としてはどうか。

ご意見を踏まえ、「大人が読書をする姿を子どもに見せたり、子どもが
触れやすい場所に本や辞書を置いたりするなど読書環境づくりをす
る。」と修正します。

E

289 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P22 　「電子図書館キックオフイベント」とはどんなイベントですか。

令和６年７月に、全市立学校の児童生徒にＩＤを配布し、タブレットで電
子書籍を利用できる環境を整備しました。そのスタートイベントとして、
名山小学校で市長が電子書籍の良さを伝え、児童と一緒にタブレット
を操作し、電子書籍を閲覧したのが「キックオフイベント」です。今後も
各機関と連携しながら電子図書館の利用推進に努めてまいります。

E

290 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P25 　⑴発育状況など多様な乳幼児→読書スタート期の乳幼児としてはどう
か。

幼稚園や保育所等の読書活動の取組につきましては、発育段階・生
活環境など多様な背景を有する全ての乳幼児に読書の機会作りを支
援したいと考えておりますことから、素案のとおりの表現といたします。

E

291 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

概要版の「新」は変更点が大変分かりやすいです。 賛同のご意見として承ります。 E

292 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P15 第４章７行目「ICTを効果的に活用することに努めます。」を「にも努めま
す。」としてはどうか。

ご意見を踏まえ、「ICTを効果的に活用することにも努めます。」に修正
します。

E

293 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P25第４章Ⅳ－５（１）関係機関及び関係団体等との連携の本文「事業の紹介や
説明をし」ではなく、「事業の紹介や説明を行い」とする方がよい。

ご意見を踏まえ、、「事業の紹介や説明を行い」に修正します。 E

294 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

P25第４章Ⅳ－５（２）の「図書館（室）」の「（室）」は不要ではないか。
ここでの「図書館」という表現には、公立図書館、公民館図書室などが
含まれるため「図書館（室）」という表現を使用しているところです。

E

295 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

いろいろと考えてくださり細かなところまで検討され、素晴らしいと感じておりま
す。

賛同のご意見として承ります。 E

296 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

とても細かく丁寧に整理されていると思います。 賛同のご意見として承ります。 E

297 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

「子どもの読書活動推進のための方策」について、学校や地域での取組はでき
るかもしれないが、家庭での読書活動は難しいと思った。保護者の方は仕事等
いろいろなことがあり、難しい。その中で「子どもと本を」というのは大変だと思
う。また、読書活動に意欲的な家庭ならよいと思うが、そうでない家庭でも読書
活動が盛んになるように、保護者よりも子どもを中心とした読書活動を考えたほ
うがよいと思った。

家庭環境も多様化している中で、家庭での読書活動には様々な制約
がある家庭もあると考えられます。このため、図書館や公民館、子育
て支援施設等において親子で読書活動を楽しめる取組を実施してい
るところです。また、乳幼児期は、読み聞かせ等により言葉や絵本に
慣れ親しむことが大切な時期であることから、読み聞かせの重要性に
ついて、保護者への広報・啓発を進めてまいります。

E

298 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

高学年は、読書の幅だけでなくて考えを広げることにもつながるのではと感じ
た。

ご意見として承ります。 E

31 / 35 



項目番号 項目 市民からの意見等の概要 対応状況 対応区分

299 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

納得した。 賛同のご意見として承ります。 E

300 4
第４章　「子どもの読書活動推進のた
めの方策」について

素案通りで良い。 賛同のご意見として承ります。 E

301 5 第５章　「推進体制」について 多くの方々が、知恵を寄せ集めながら進めてほしいです。
ご意見として承ります。
今後も、関係課、施設、団体等と連携しながらより良い読書環境づくり
を目指してまいります。

E

302 5 第５章　「推進体制」について キャラクターの絵と字がか被っている。 概要版Ｐ３の修正を行います。 E

303 5 第５章　「推進体制」について 良いと思います。 賛同のご意見として承ります。 E

304 5 第５章　「推進体制」について よいと思います。 賛同のご意見として承ります。 E

305 5 第５章　「推進体制」について 情報をシェアしてほしい。 ご意見を踏まえ、啓発、広報に努めてまいります。 E

306 5 第５章　「推進体制」について 推進体制が図表で分かりやすいです。 賛同のご意見として承ります。 E

307 5 第５章　「推進体制」について P29 学校等２（４）職員の意識の高揚→「教職員」では？
Ｐ29の体系図につきましては、様々なご意見を踏まえ、Ｐ28の図と統
合しました。

E

308 5 第５章　「推進体制」について よいと思います。 賛同のご意見として承ります。 E

309 5 第５章　「推進体制」について
いろいろと考えてくださり細かなところまで検討され、素晴らしいと感じておりま
す。

賛同のご意見として承ります。 E

310 5 第５章　「推進体制」について 意気込みが感じられます。 賛同のご意見として承ります。 E

311 5 第５章　「推進体制」について 様々な機関が協力していることが分かった。 賛同のご意見として承ります。 E
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312 5 第５章　「推進体制」について 納得した。 賛同のご意見として承ります。 E

313 5 第５章　「推進体制」について よいと思います。 賛同のご意見として承ります。 E

314 5 第５章　「推進体制」について 素案通りで良い。 賛同のご意見として承ります。 E

315 6 その他
言葉しりをとらえるようですが、気づいた点を書きました。よろしくお願いいたし
ます。

ご意見として承ります。 E

316 6 その他
P29　推進体制の委員会及び推進会議の内容を議事録にして鹿児島市HPへ報
告してもらいたい。

ご意見として承ります。 E

317 6 その他
概要版P３
学校等における子どもの読書活動の中の※４　フレンステップは、フレンドス
テップでは。

概要版Ｐ３の修正を行います。 E

318 6 その他
絵本ガイド・ブックガイドは０～３歳児用は配布、４～６歳児用も各家庭に配布さ
れるのですか。

４～６歳児用の絵本ガイドにつきましては、４歳児が在籍する市内の
幼稚園等に配布しています。
また、図書館のホームページにもリストを掲載する予定ですので、ご活
用いただければと考えております。

E

319 6 その他 電子図書館サービスが開始され、読書量増加へのつながりはどうですか。

令和６年７月に市立学校と連携がスタートし、タブレットで電子図書館
を利用できるようになり、読み放題の電子書籍を読むなど、利用いた
だいています。
今後も各機関と連携しながら、電子図書館の良さを周知し、利用推進
に努めてまいります。

E

320 6 その他
いろいろな取組を各所でたくさんしていただいていることを知りました。もっとア
ンテナを広げて参加したいです。

賛同のご意見として承ります。 E

321 6 その他
P１　はじめに　の後半部分「子どもたちを取り巻く～」の部分を「こどもたちを取
り巻く環境が激的に変化しており」としてはどうか。近い範囲で「大きく」という言
葉が２回出てくる。

ご意見を踏まえ、「子どもたちを取り巻く環境が激的に変化しており」に
修正します。

E

322 6 その他
素案を読む中で、少々硬いイメージをもちました。ゴシック体にしてはいかがで
しょうか。

ご意見を踏まえ、UD（ユニバーサルデザイン）フォントのゴシック体に
変更します。

E

323 6 その他
鹿児島市立図書館のAVポールの活用も、もっと自由になりますと使いやすい
気がします。（有料イベントは使用できないという認識でいますが、今は変わっ
ていますでしょうか。）

図書館ＡＶホールでは、有料イベントは開催できませんが、ご意見とし
て承ります。

E
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324 6 その他 とても大変な作業だと思いますが、がんばってください。 ご意見として承ります。 E

325 6 その他

以前、県教委の課長の学校訪問に同行した時に「学校における読書活動推進」
について、学ばさせていただきました。「多読賞や時間を決めた読書より、読書
をしたい時に、心から読書を楽しんで読書した本を自分のものにして欲しい」と
のことでした。自分で読みたい本（あるいは必要な本）を選べるようになるまで、
大人の導きが必要…ではなく、子どもたちが読みたいと思った時に、その読書
意欲を最大限に引き出してあげることが大切なのではないでしょうか？それ（子
どもたちのヤル気スイッチ）には、個人差があり、周りの大人が見逃さないよう
に、大人自身が読書の真の楽しみを知ることから始まると思います。だって、
「読書しなさい、読書の時間です」やらされる読書でつまづいたら可哀想じゃな
いですか？「読書したくない日もあるのでは？」TVドラマと一緒で、頭を使うドラ
マを観たいときもあれば、バラエティに近いリラックス気分になるドラマを観たい
時もある。真の読書好きになる施策に期待してます！

ご意見として承ります。 E

326 6 その他

子どもたちが想像したことを自分なりに表現しながら、つながりや気づきを味わ
えるようにしていくことが大切だと感じた。きれいな音を感じとり、みんなでリズ
ムを合わせる時間を通して、音色を聞きあいながら気持ちがつながる体験がさ
らに広がるようにしていくことが重要だと思う。また、自分で考え、試しながら体
を動かして取組む活動を重視し、その中で新しいことを見つけていく姿を支えて
いくことも必要だと考える。さらに、ごっこ遊びを通して幅広い視野をもったり、イ
メージを膨らませたり見通しをもって遊べるように、遊びの中で気持ちが動く体
験が豊かになることも求められると思う。制作遊びでは、自分で考えたことを試
したり工夫したりする過程を大切にし、楽しみを味わえるようにすることが必要
だと思う。

ご意見として承ります。 E

327 6 その他
電子書籍よりもやはり、本を読んで欲しいと思います。本の新しい匂い、手触
り、おもさ、装丁、どれも子供たちにその良さを覚えていてほしいです。

ご意見として承ります。 E

328 6 その他 全体的に大変良い取組だと思います。 賛同のご意見として承ります。 E

329 6 その他
Ｐ２９の「家庭における子どもの読書活動」における「１家庭における取組」の具
体策が記入できないのであれば、「２家庭への支援」の項目だけでよいのでは
ないかと思いました。

Ｐ29の体系図につきましては、様々なご意見を踏まえ、Ｐ28の図と統
合しました。ご意見の内容については、　「第４章Ⅲ-1　家庭における
取組」の中で、「家庭でできるおすすめの取組」として具体策を紹介し
ております。

E

330 6 その他 よくまとめられていると思います。 賛同のご意見として承ります。 E

331 6 その他
子どもへの読書の大切さは何のためなのかを理解した上で、読書活動をするこ
とが肝要である。

ご意見として承ります。 E

332 6 その他
読書離れに危機感を持っています。
宜しくお願い致します。

賛同のご意見として承ります。 E
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333 6 その他
空いているスペースにイラストを加えるとやわらかい雰囲気を出せるかなと思い
ました。

ご意見を踏まえ、イラストを追加します。 E

334 6 その他 すばらしい計画を作ってください。 ご意見として承ります。 E

335 6 その他 鹿児島で育つ子どもたちが読書好きになる未来を期待しています。 ご意見として承ります。 E
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